
抽選の結果を

印刷します。

何も書かない、

貼らないで

ください。

人口と世帯

安 中 地 域
松井田地域
合 計

日本人住民
男 女 男 女

22,454
6,804

29,258

23,080
7,163

30,243

172
29

201

228
55

283

外国人住民

合　計　59,985人
世帯数　24,517

（平成28年5月末日現在）

主な内容
Ｐ２-３　第４２回安政遠足侍マラソン・前夜祭

Ｐ５　　合併１０周年記念事業を紹介します

Ｐ７　　小売店舗などの改装工事費を一部補助します　ほか
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　５月８日（日）に、第４２回安政遠足侍マラソンが
開催されました。武家長屋前をスタートした１,８７１
人は、大歓声の中、峠コース、関所・坂本宿コースの
それぞれのゴールを目指しました。

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

「10 周年　ふるさと安中　かがやく未来」
安 中 市 合 併 10 周 年 記 念

キ ャ ッ チ フ レ ー ズ 最 優 秀 作 品

vol.１２４

２０１６
（平成２８年）

２０１６
（平成28年）
７月1日号

ｖоl.１２４

2016年７月１日号 2４

安中市合併10周年および松井田文化会館開館20周年記念講演

観覧者募集「安中市から世界を見る」 観覧者募集
～未来を創る子どもたちと一緒に考える～
　市では、テレビなどでお馴染みのフリージャーナリスト池上彰氏を招
き、記念講演を開催いたします。 
　池上彰氏は、テレビ番組「ＪＡＰＡＮプロジェクト」、「池上彰のニュース
そうだったのか！！」などで、難しいニュースを子どもから大人まで分かり易
く解説してくれています。
　第一部は、池上氏独自の視点で大人そして次世代の子どもに向けた講
演を、第二部は、市内中学生代表者とのディスカッションを行います。
　ぜひこの機会に池上彰氏のお話を生でお聴きください。
　観覧を希望の人は次のとおりお申し込みください。

日時▶９月１０日（土）　開演：午後１時３０分（開場：午後１時）
場所▶安中市松井田文化会館　大ホール
チケット▶１,０００円（主催者側で席を指定します）
　　　　　※応募多数の場合は抽選を行い、抽選結果を送付します。
その他▶手話通訳付き
申込み▶郵便往復はがきでお申し込みください。
 　【往信用の裏面】に　①郵便番号　②ご住所　③お名前　④電話番号
 　【返信用の表面】に　①郵便番号　②ご住所　③お名前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を明記してください。

※ホール前方の席は、市内小・中学生の招待席となります。
※当選はがき一枚でチケット一枚を購入できます。
※応募者は、市内在住の人に限ります。
※未就学児の観覧はできません。
※郵便往復はがき以外での応募や記入漏れ、締め切り後の到着については無効とさせていただきます。

●上記講演会の中継映像を文化会館小ホールに設置するスクリーンにて放映いたします。大ホールでの観覧を応募さ
れ、当選しなかった人の中から抽選でご招待したします（無料）。講演当日に返信用はがきに印刷された入場券をお持
ちください。
問合せ▶安中市松井田文化会館（☎３９３-４４００）

■あて先

　〒３７９-０２２１　安中市松井田町新堀５３０

　松井田文化会館「記念講演」係 

■締め切り

　７月２９日（金）〈必着〉

「TSUKEMEN　LIVE　2016」のチケットを発売します「TSUKEMEN　LIVE　2016」のチケットを発売します「TSUKEMEN　LIVE　2016」のチケットを発売します
　安中市文化センターでは、「TSUKEMEN LIVE 2016」のコンサートチケットを発売いたします。
　2ヴァイオリンとピアノのインストゥルメンタル・ユニット「TSUKEMEN」。
　マイク・スピーカーなどの音響装置を通さずに、楽器本来の持つ｢生音｣にこだわった LIVE を
世界中で展開しています。
　クラシックはもちろん、映画音楽、ジャズ、ゲーム音楽からアニメ曲まで多彩な楽曲を演奏しま
す。ぜひ、ご来場ください。

皆さんの声をお待ちしております
　市役所　、　、各地区の公民館・生涯学習セ
ンターに、皆さんの声をお聞きするため、「市民
の声」を投函できるポストを配置しております。
　皆さんが日ごろ感じていることやご意見など
をぜひお聞かせください。

本 松

前売
当日

３,500円
4，000円

全席指定 一般

公演日時▶10月8日（土）午後３時～（開場：午後２時30分）
場所▶文化センター　ホール
主催▶安中市教育委員会
※７月２日（土）午前８時30分から文化センター窓口にてチケット発売開始。
※電話受付は７月４日（月）午前９時からになります。
※チケット販売初日はお一人様４枚まで。（５枚以上お買い求めの方は再度、列に並んでください）
※３歳以下の入場不可。

チケット▼
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安政遠足侍マラソン

関所・坂本宿コースを完走した
ゲストランナーの谷川真理さん

　合併１０周年記念として開催された第４２回安政遠足
侍マラソン。ゲストランナーとして、タレントとしても活動
している谷川真理さんを招き、大会を盛り上げていただ
きました。今回も参加者の多くが仮装して出場し、趣向
を凝らした姿で沿道からの応援を受けながら中山道を
駆け抜けました。

　今年も盛大に開催された前夜祭。
はしごのりに始まり、子どもミニ遠
足、園児らによる和太鼓演奏、模
擬店の出店、選手歓迎レセプション
などのイベントで多いににぎわいま
した。ミニ遠足では、大人に負けな
い手の込んだ仮装で一生懸命ゴー
ルを目指しました。

安中市合併 10 周年記念 安政遠足侍マラソン　安中市合併 10 周年記念 安政遠足侍マラソン　安中市合併 10 周年記念 安政遠足侍マラソン　安中市合併 10 周年記念 安政遠足侍マラソン　安中市合併 10 周年記念 安政遠足侍マラソン　安中市合併 10 周年記念 安政遠足侍マラソン　安中市合併 10 周年記念 安政遠足侍マラソン　安中市合併 10 周年記念 安政遠足侍マラソン　
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着順・仮装審査結果一覧（敬称略）

峠コース
順　位

男子

１位

２位

３位

女子

１位

２位

３位

氏　名

2:07:49

2:10:25

2:16:54

タイム

2:54:33

2:55:49

3:02:14

真田一族

武者

武者

武者

武者

武者

武者

タイム 氏　名 仮装名

氏　名

河原井司
（東京都）

日部君雄
日部貴博
日部聡朗

（安中市）
吉田亮太

（高崎市）
飯塚淳司

（中之条町）

伊藤孝志
（渋川市）

藤田昌弘
（埼玉県）
小俣由喜雄
（宮城県）

桜井順児
（沼田市）

黒澤伸明
（藤岡市）

関口淳一
（高崎市）

大塚理恵子
（高崎市）

加藤揚子
（沼田市）

丸山直美
（高崎市）

仮装審査

特
別
賞

仮
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大
賞

関所・坂本宿コース

着順結果一覧（敬称略）

仮装審査結果（敬称略）

順　位
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２位
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１位
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３位

特別賞

賞

賞

氏　名

1:15:03

1:15:22

1:19:06

タイム

1:31:50

1:40:18

1:42:42

キングギドラ侍

白衣観音

熊本・大分復興の絆

真田丸と落武者

特大かまめし

リオから東京へ

走れ安中杉並木

タイム 氏　名 仮装名

氏　名

小谷野仁男
（伊勢崎市）

千田健
（岩手県）

中村文彦
（沼田市）

町田知宏
（東京都）

中山修
（高崎市）

三木俊志
（前橋市）
寺尾雄二郎
（長野県）

貫井伸也
（安中市）

関綾乃
（高崎市）
吉田恵理子
（玉村町）

佐俣久美子
（富岡市）

中村紀子
（甘楽町）
小板橋郁穂
（東京都）

仮装審査
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小学校低学年
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（九十九小）

小林悠斗
（九十九小）

松橋悠
（九十九小）

戸塚瑠衣
（安中小）

須藤凛
（九十九小）

藤井遥愛
（安中小）

竹之内聖
（碓東小）

波潟琉心
（碓東小）

海老原旺典
（細野小）

大野愛理
（西横野小）

黛和奏奈
（原市小）

寺嶋真衣
（西横野小）

小学校高学年

１ 

位
１ 

位
男
子

女
子

中学校

賞 氏　名 仮装名

仮装大賞

市長賞

安中市商
工会長賞

安中市議
会議長賞

肥海輝
（東横野小）

戦国武将
真田幸村

岩井萌夏
（磯部小）

クレオ
パトラ

上原大典
（後閑小） 真田幸村

星野礼
（細野小） 弁慶

岩田颯斗
（安中二中）

佐藤ゆいか
（新島中）

安政遠足前夜祭

問合せ ▼ 体育課（☎３８２-２５００）ク
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９月11日（日）

めがね橋から　しゃぼん玉で虹をつくろう
ーしゃぼん玉飛ばそう大会onめがね橋ー

『私だけが知っている安中の“魅力”百選』募集中

　碓氷峠浪漫倶楽部では「しゃぼん玉飛ばそう大会onめがね橋」を行います。
　演技部門、自由参加部門の二部門で構成し、参加者の皆さまにしゃぼん玉のパフォー
マンスを楽しんでもらう大会です。最後は参加者全員でめがね橋の上からしゃぼん玉を
飛ばして、ナイアガラの滝？を出現させましょう。
時間 ▼受付:午前９時　演技：午前１０時～１１時
場所 ▼国指定重要文化財　碓氷峠鉄道施設めがね橋
参加資格 ▼年齢、性別問いません。演技部門は１グループ２～１０人（最大３０組程度）、       
　　　   自由参加部門は演技としての審査はありません。
参加費 ▼無料
申込み ▼郵便はがきに代表者の住所、氏名、年齢、参加者人数、連絡先を記入のうえ、
　　　　８月６日（土）までに碓氷峠浪漫倶楽部事務局までお送りください。申し込みさ
　　　　れた人へ後日連絡いたします。（応募者多数の場合は事務局にて抽選いたします）
送付先 ▼〒３７９-０１３５　安中市郷原３００-２（中島行政書士事務所内）
　　　　碓氷峠浪漫倶楽部事務局しゃぼん玉係　あて
その他 ▼器具などは各自ご用意願います。演技部門は吹き棒タイプでお願いします。
　　　　しゃぼん玉液は公平を期すため主催者側で用意したものをお使いください。自
　　　　由参加部門はこの限りではありません。（環境保護には十分注意をお願いします）

　皆さまのしゃぼん玉パフォーマンスを審査いたします。（演技部門、各種賞品多数）自
由参加部門には賞はありません。当日の駐車場は「峠の湯」臨時駐車場となります。希望
者には「峠の湯」駐車場よりマイクロバスを用意します。帰りは徒歩でお願いします。

当日の写真コンテストも行います。
詳細は、碓氷峠浪漫倶楽部のホームページ（http://www.roman-club.com/）をご覧くだ
さい。

問合せ ▼碓氷峠浪漫倶楽部事務局　高木
　　　（☎０９０-６０００-１６１９　午前１０時～午後６時）

　「ふるさと安中」の埋もれた地域資源を再発見し、あなたの目で発見した「安中の魅力」を、たくさんの人に伝えてみま
せんか。
募集作品の内容 ▼

　市内の景観、風景、風物、風習、自然現象、歴史的人物、偉人、変わった人工物、お宝品、遺産など。たとえば、「珍百
景」的なもの、設置場所に合わないもの、珍しい商品や道具、不自然な造形・動作をするものなど。ただし、すでに安中
市史や文献などに記載されているもの、広く知られているものは選定外とします。
　詳細は、広報あんなか４月１日号、または　企画課までお問い合わせください。
問合せ ▼　企画課企画調整係（☎内線１０２１）

小売店舗などの
改装工事費を一部補助します

　市では、商工業の活性化を図るため、小売店舗などの改装工事費の一部を補助する制度を創設いたしました。
小売店舗などの改装を計画されている人はご相談ください。

問合せ ▼　地域創造課商工労働係（☎内線２６２１）

　一億総活躍社会の実現に向け、賃金の引上げの恩恵が及
びにくい低年金受給者への支援および高齢者世帯の年金も
含めた所得全体の底上げを図るという観点に立ち、支給され
る高齢者向け給付金（低所得の高齢者向けの年金生活者等
支援臨時福祉給付金）の申請受付を終了します。
　対象者と思われる人あてに申請書を郵送しています。お手
元に届いている人で申請していない人は、お早めに申請してく
ださい。

給付金の“ 振 り 込 め 詐 欺 ”や“ 個 人 情 報 の 詐 取 ”にご注意ください。
ご自宅や職場などに市や厚生労働省（の職員）などをかたった電話がかかってきたり、不審な郵便が届いたら、迷わず、
最寄りの警察署（または警察相談専用電話（#９１１０））にご連絡ください。

農地パトロール（利用状況調査）を実施します
安中市農業委員会からのお知らせ

 「農地パトロール」は、遊休農地の実態把握と、発生防止・解消、また、農地の違反転用防止を目的としており、全国
の農業委員会組織で統一して実施します。
【実施期間】７月～11月　　　　【対象農地】市内全ての農地
【実施内容】
（１）遊休農地および遊休農地のおそれのある農地の把握（荒廃農地調査を含む）
（２）農地法の許可（届出）案件の履行状況の確認 
（３）農業経営基盤強化促進法による利用権設定等農地の履行状況の確認 
（４）農地の違反転用の発生防止と早期発見・是正 
（５）相続税または贈与税の納税猶予制度の適用を受けている農地の利用状況の確認 
（６）仮登記農地の利用状況の確認 
（７）営農型発電設備（太陽光パネルなど）の設置に係る農地についての適切な営農状況の確認 
（８）農業者年金制度に係る特定処分対象農地の利用状況の確認
【その他】
　実施にあたっては、全国農業会議所の農地パトロール（利用状況調査）実施要領に準拠して調査を行います。
　草刈や耕起などにより、農地を再生し利用するか、いつでも耕作可能な状態にしておきましょう。
【問合せ】　農業委員会事務局（☎内線１４５２）
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曜日

土
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７ ９

土７ ２

８
１４

～

１６

日

～

火

月 事業名

公益社団法人安中青年会議所
（☎３８２-２８２４）

磯部温泉祭り実行委員会
（☎３８５-６５５５）
磯部温泉組合・磯部温泉薬師・安中市（観光課）

碓氷峠の森公園
交流館「峠の湯」

磯部温泉街

安中ひかりの夕べ
みんなの絆をつなぐ“ろうそく灯り”／
川面が彩られる“光の池”

安中市地域包括支援センター
（☎内線１１８８）

安中市文化センター
介護予防一般公開セミナー
○記念講演　「運動で認知症予防」
○体操　安中元気いきいき体操

磯部温泉まつり

場 所 団体名

７月１日から８月16日までの行事予定

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

本
本

本

本
松

松

安中市小売店舗等改装等工事補助金

小売店舗等の改装のため、市内業者が施行する工事費の一部を補助します。

※予算の範囲内において実施しますので、早めにご相談ください。

　予算に達した場合には受け付けを締め切らせていただきます。

７月１１日（月）から開始

市のホームページでご確認ください。

●補助金の額は、改装工事費に１００分の２０を乗じて得た額とする。

●補助金の交付限度額は、１００万円です。

●対象となる工事は、費用が２０万円以上のもので、関係法令に違反していないものとします。

●すでに着手している工事は対象となりません。

●平成２９年３月３１日までに完了する工事であること。

名称

内容

相談・受付

補助対象者

補助内容

注意事項

●申請受付終了日
７月２２日（金）（郵送申請の場合は２２日（金）必着）
注）原則として申請期間を過ぎた申請は受け付けられません。

●問合せ
　福祉課社会福祉係（☎内線１１５３）
　住民福祉課福祉子ども係（☎３９３-７０７０（直通））

高齢者向け給付金の
申請受付を終了します

その工事、
着工する前に

2016年７月１日号 4安中市役所　☎３８２-11115

選定作品の応募者には、粗品（図書カード
1,000円分）を贈呈します。



９月11日（日）

めがね橋から　しゃぼん玉で虹をつくろう
ーしゃぼん玉飛ばそう大会onめがね橋ー

『私だけが知っている安中の“魅力”百選』募集中

　碓氷峠浪漫倶楽部では「しゃぼん玉飛ばそう大会onめがね橋」を行います。
　演技部門、自由参加部門の二部門で構成し、参加者の皆さまにしゃぼん玉のパフォー
マンスを楽しんでもらう大会です。最後は参加者全員でめがね橋の上からしゃぼん玉を
飛ばして、ナイアガラの滝？を出現させましょう。
時間 ▼受付:午前９時　演技：午前１０時～１１時
場所 ▼国指定重要文化財　碓氷峠鉄道施設めがね橋
参加資格 ▼年齢、性別問いません。演技部門は１グループ２～１０人（最大３０組程度）、       
　　　   自由参加部門は演技としての審査はありません。
参加費 ▼無料
申込み ▼郵便はがきに代表者の住所、氏名、年齢、参加者人数、連絡先を記入のうえ、
　　　　８月６日（土）までに碓氷峠浪漫倶楽部事務局までお送りください。申し込みさ
　　　　れた人へ後日連絡いたします。（応募者多数の場合は事務局にて抽選いたします）
送付先 ▼〒３７９-０１３５　安中市郷原３００-２（中島行政書士事務所内）
　　　　碓氷峠浪漫倶楽部事務局しゃぼん玉係　あて
その他 ▼器具などは各自ご用意願います。演技部門は吹き棒タイプでお願いします。
　　　　しゃぼん玉液は公平を期すため主催者側で用意したものをお使いください。自
　　　　由参加部門はこの限りではありません。（環境保護には十分注意をお願いします）

　皆さまのしゃぼん玉パフォーマンスを審査いたします。（演技部門、各種賞品多数）自
由参加部門には賞はありません。当日の駐車場は「峠の湯」臨時駐車場となります。希望
者には「峠の湯」駐車場よりマイクロバスを用意します。帰りは徒歩でお願いします。

当日の写真コンテストも行います。
詳細は、碓氷峠浪漫倶楽部のホームページ（http://www.roman-club.com/）をご覧くだ
さい。

問合せ ▼碓氷峠浪漫倶楽部事務局　高木
　　　（☎０９０-６０００-１６１９　午前１０時～午後６時）

　「ふるさと安中」の埋もれた地域資源を再発見し、あなたの目で発見した「安中の魅力」を、たくさんの人に伝えてみま
せんか。
募集作品の内容 ▼

　市内の景観、風景、風物、風習、自然現象、歴史的人物、偉人、変わった人工物、お宝品、遺産など。たとえば、「珍百
景」的なもの、設置場所に合わないもの、珍しい商品や道具、不自然な造形・動作をするものなど。ただし、すでに安中
市史や文献などに記載されているもの、広く知られているものは選定外とします。
　詳細は、広報あんなか４月１日号、または　企画課までお問い合わせください。
問合せ ▼　企画課企画調整係（☎内線１０２１）

小売店舗などの
改装工事費を一部補助します

　市では、商工業の活性化を図るため、小売店舗などの改装工事費の一部を補助する制度を創設いたしました。
小売店舗などの改装を計画されている人はご相談ください。

問合せ ▼　地域創造課商工労働係（☎内線２６２１）

　一億総活躍社会の実現に向け、賃金の引上げの恩恵が及
びにくい低年金受給者への支援および高齢者世帯の年金も
含めた所得全体の底上げを図るという観点に立ち、支給され
る高齢者向け給付金（低所得の高齢者向けの年金生活者等
支援臨時福祉給付金）の申請受付を終了します。
　対象者と思われる人あてに申請書を郵送しています。お手
元に届いている人で申請していない人は、お早めに申請してく
ださい。

給付金の“ 振 り 込 め 詐 欺 ”や“ 個 人 情 報 の 詐 取 ”にご注意ください。
ご自宅や職場などに市や厚生労働省（の職員）などをかたった電話がかかってきたり、不審な郵便が届いたら、迷わず、
最寄りの警察署（または警察相談専用電話（#９１１０））にご連絡ください。

農地パトロール（利用状況調査）を実施します
安中市農業委員会からのお知らせ

 「農地パトロール」は、遊休農地の実態把握と、発生防止・解消、また、農地の違反転用防止を目的としており、全国
の農業委員会組織で統一して実施します。
【実施期間】７月～11月　　　　【対象農地】市内全ての農地
【実施内容】
（１）遊休農地および遊休農地のおそれのある農地の把握（荒廃農地調査を含む）
（２）農地法の許可（届出）案件の履行状況の確認 
（３）農業経営基盤強化促進法による利用権設定等農地の履行状況の確認 
（４）農地の違反転用の発生防止と早期発見・是正 
（５）相続税または贈与税の納税猶予制度の適用を受けている農地の利用状況の確認 
（６）仮登記農地の利用状況の確認 
（７）営農型発電設備（太陽光パネルなど）の設置に係る農地についての適切な営農状況の確認 
（８）農業者年金制度に係る特定処分対象農地の利用状況の確認
【その他】
　実施にあたっては、全国農業会議所の農地パトロール（利用状況調査）実施要領に準拠して調査を行います。
　草刈や耕起などにより、農地を再生し利用するか、いつでも耕作可能な状態にしておきましょう。
【問合せ】　農業委員会事務局（☎内線１４５２）
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火

月 事業名

公益社団法人安中青年会議所
（☎３８２-２８２４）

磯部温泉祭り実行委員会
（☎３８５-６５５５）
磯部温泉組合・磯部温泉薬師・安中市（観光課）

碓氷峠の森公園
交流館「峠の湯」

磯部温泉街

安中ひかりの夕べ
みんなの絆をつなぐ“ろうそく灯り”／
川面が彩られる“光の池”

安中市地域包括支援センター
（☎内線１１８８）

安中市文化センター
介護予防一般公開セミナー
○記念講演　「運動で認知症予防」
○体操　安中元気いきいき体操

磯部温泉まつり

場 所 団体名

７月１日から８月16日までの行事予定

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

本
本

本

本
松

松

安中市小売店舗等改装等工事補助金

小売店舗等の改装のため、市内業者が施行する工事費の一部を補助します。

※予算の範囲内において実施しますので、早めにご相談ください。

　予算に達した場合には受け付けを締め切らせていただきます。

７月１１日（月）から開始

市のホームページでご確認ください。

●補助金の額は、改装工事費に１００分の２０を乗じて得た額とする。

●補助金の交付限度額は、１００万円です。

●対象となる工事は、費用が２０万円以上のもので、関係法令に違反していないものとします。

●すでに着手している工事は対象となりません。

●平成２９年３月３１日までに完了する工事であること。

名称

内容

相談・受付

補助対象者

補助内容

注意事項

●申請受付終了日
７月２２日（金）（郵送申請の場合は２２日（金）必着）
注）原則として申請期間を過ぎた申請は受け付けられません。

●問合せ
　福祉課社会福祉係（☎内線１１５３）
　住民福祉課福祉子ども係（☎３９３-７０７０（直通））

高齢者向け給付金の
申請受付を終了します

その工事、
着工する前に

2016年７月１日号 4安中市役所　☎３８２-11115

選定作品の応募者には、粗品（図書カード
1,000円分）を贈呈します。



2016年7月１日号 6安中市役所　☎

税
制
改
正
に
か
か
る

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
に
つ
い
て

税
制
改
正
に
か
か
る

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
に
つ
い
て
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＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

問合せ ▼ 健康づくり課保健指導係（☎内線１１７４）本
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拡
大

　
国
保
税
額
算
定
の
基
礎
と
な

る
世
帯
の
合
計
所
得
が
一
定
の

基
準
以
下
の
場
合
、
所
得
に
応

じ
て
均
等
割
と
平
等
割
が
６

割
、
４
割
の
割
合
で
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
こ
の
う

ち
４
割
の
軽
減
を
判
断
す
る
基

準
額
を
見
直
し
、
対
象
と
な
る

範
囲
を
拡
大
し
ま
し
た
（
図

２
）
。

②
基
礎
課
税
額
の
限
度
額
の
引

き
上
げ

　
国
保
税
を
構
成
す
る
３
区
分

の
う
ち
、
医
療
保
険
分
と
後
期

高
齢
者
支
援
金
等
分
が
そ
れ
ぞ

れ
２
万
円
、
合
計
で
４
万
円
引

き
上
げ
ま
し
た
（
図
３
）
。

※
詳
細
は
、
7
月
中
旬
に
送
付

さ
れ
る
今
年
度
の
国
保
税
の
納

税
通
知
書
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

自衛隊では、次のとおり自衛官を募集しています。詳細は、ホー
ムページ（http://www.mod.go.jp/pco/gunma/）をご覧ください。
問合せ▼自衛隊高崎地域事務所（☎３２６‐１７６１）

募集種目 受付期間 試験期日

１次９月22日
２次10月15日～20日

３次11月12日～12月15日

入隊

平成29年3月下旬
～4月上旬

採用予定通知書で
お知らせします

１次９月16日・17日
２次10月８日・９日

※いずれか１日を指定されます。

９月2５日・２６日
※いずれか１日を指定されます。

受付時にお知らせします

７月１日
　

９月８日
〜

年間を通じ
て行ってお
ります

受験資格

航 空 学 生
高卒（見込含）
21歳未満の者

18歳以上
27歳未満の者

一般曹候補生

自衛官候補生
（女子）

自衛官候補生
（男子）

３８２-11117
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図１　国民健康保険税の算出方法
所得割：前年中の所得金額ー基礎控除額

（33万円）× 6.2％ 2％ 1.2％

＋ ＋ ＋
資産割：土地・家屋の固定資産税額 × 24％ 9％ 5％

＋ ＋ ＋
均等割：加入者（被保険者）の人数 × 16,000円 6,000円 6,000円

＋ ＋ ＋
平等割：１世帯につき 17,000円 5,000円 4,000円

▼ ▼ ▼

世帯の国民健康保険税額 ＝ 医療保険分 ＋ 後期高齢者
支援金等分 ＋ 介護保険分

図２　「４割軽減」の基準所得の計算方法と改正内容
「４割軽減」の計算方法（所得が次の式で算定した金額以下の場合は対象）

世帯主を含む国保加入者数
33万円  ＋  　　　　　　　　＋　　　　　　　　

世帯主を含む特定同一世帯所属者数

図３　基礎課税額の限度額の引き上げ
【改正前】 【改正後】

医療保険分 52万円 → 54万円 2万円引き上げ

後期高齢者支援金等分  　　  17万円 → 19万円 2万円引き上げ

介護保険分 16万円 → 16万円 引き上げなし

最高賦課額（限度額） 85万円 → 89万円 4万円引き上げ

「26万円」→「26万5千円」に改正

  ×  26万5千円
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せ
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『 安中健康21』

からのお知らせ
栄養・食生活（食育推進計画）
第３次「ぐんま食育こころプラン」が策定されました（平成28年３月）

群馬県が目指す食育のイメージ

安中市健康増進計画

い き い き

GOOD  FOR  THE  HEALT H・
G

O
O

D  FOR  THE  HEALTH・GOOD  FOR  T
HE  

HE
AL

TH
・

GO
O

D 
 FO

R  T
HE  HEALTH・

健康にいいこと

らか で
れ き

こ る

社会性

豊かな心

健全な身体

「食」の大切さを理解

生涯にわたる食育
次世代の健康 生活習慣病予防 介護予防健やかな発育・生活習慣の形成

乳幼児期妊娠
(胎児)期 学童 思春期 成人期 高齢期

健康寿命の延伸

む
育

を
性

間
人

な
か

豊
・食を通じたコミュニケーション
・食に関する基礎所作（マナー・作法）

・自然の恩恵への感謝
・環境との調和（地産地消・食品ロス削減）
・食文化（郷土料理・行事食）
・食料事情や食料問題への関心

・食品の安全性
・食生活・栄養のバランス（日本型食生活）
・健全な生活リズム
・歯科口腔衛生

食に関する基礎の習得

食に関する基礎の理解

食に関する知識と選択力の習得
健全な食生活の実践

基本理念
食の大切さを理解し、食を通して豊かな人
間性を育む

計画の目標
「食」で地域がつながり、地域が元気に
なり、県民の健康寿命延伸につながる食
育の推進を目指す

施策展開の基本方針（重点課題）
１．若い世代への食育の推進─生涯を通じた
間断のない食育には、若い世代が重要─

２．多様な暮らしを支える食育の推進─家族
形態や各年代の特性やニーズに応じた食
育の支援が重要─

３．食の循環・環境に配慮した食育の推進─
伝統的な食文化の保護・継承や持続可能
な社会の実現に向けた取組が重要─

４．食育を推進する社会環境づくり─食育推
進ネットワーク体制の充実強化が重要─

血圧をはじめとする生活習慣病の改善および予防の
観点から、日本型の食事の特長を保ちつつ食塩摂取量を
減少させる食育の取組が必要です。平成２２年国民健康・
栄養調査の結果によると、群馬県の食塩摂取平均量（g/
日）と都道府県別の順位は、男性が１２.４g/日で１２位、女
性が１０.８g/日で７位と高い状況でした。減塩は健康寿命
延伸のための第一歩です。塩分は１日８ｇ以下を目指しま
しょう。

高 育推進計画の特徴は、「食」という言葉を、食べ物
や食事はもちろん、農作物や食文化、食のコミュニケー
ション、食環境などを含む幅広い意味を持つ言葉とし
て捉え、その広い意味を持つ「食」に対する「こころ」
を育てることを目指しています。

毎月１９日は「いただきますの日」
家族や友人、地域の人と語らいながら、食事を
囲む「共食」の場は、身体も心も豊かにしてく
れます。時には、一緒に買い物をしたり、献立
を考えたり、料理を作ったり、レストランに
行ったり‥これらも「共食」の場です。毎月
19日は、地域
に暮らすいろ
いろな人と、い
ろいろな場所
で、「共食」の
大切さについ
て、語り合う日
です。

食

次回は、８月１日号に『がん・循環器』の
掲載を予定しています。

1 人 1日あたりの食塩摂取量の状況（年齢別）
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資料：平成２２年度群馬県民健康・栄養調査

群馬県のマスコット
「ぐんまちゃん」
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正
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つ
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て

自衛官募集自衛官募集

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

問合せ ▼ 健康づくり課保健指導係（☎内線１１７４）本

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の

改
正
に
伴
い
、
本
市
に
お
い
て

も
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保

税
）
を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
国
保
税
の
算
出
方
法
　
国
保

税
は
「
医
療
保
険
分
」
、
「
後

期
高
齢
者
支
援
金
等
分
」
、

「
介
護
保
険
分
（
介
護
納
付
金

分
）
」
の
３
区
分
で
構
成
さ

れ
、
各
区
分
の
基
礎
課
税
額
の

合
計
が
国
保
税
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
国
保
制
度

の
加
入
世
帯
の
合
計
所
得
、
固

定
資
産
、
加
入
者
数
な
ど
を
基

に
算
出
し
ま
す
（
図
１
）
。

◆
改
正
の
概
要

　
今
回
の
改
正
の
要
点
は
「
軽

減
制
度
の
対
象
者
の
拡
大
」
と

「
基
礎
課
税
額
の
限
度
額
の
引

き
上
げ
」
の
２
点
で
す
。

①
軽
減
制
度
の
対
象
者
の
拡
大

　
国
保
税
額
算
定
の
基
礎
と
な

る
世
帯
の
合
計
所
得
が
一
定
の

基
準
以
下
の
場
合
、
所
得
に
応

じ
て
均
等
割
と
平
等
割
が
６

割
、
４
割
の
割
合
で
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
こ
の
う

ち
４
割
の
軽
減
を
判
断
す
る
基

準
額
を
見
直
し
、
対
象
と
な
る

範
囲
を
拡
大
し
ま
し
た
（
図

２
）
。

②
基
礎
課
税
額
の
限
度
額
の
引

き
上
げ

　
国
保
税
を
構
成
す
る
３
区
分

の
う
ち
、
医
療
保
険
分
と
後
期

高
齢
者
支
援
金
等
分
が
そ
れ
ぞ

れ
２
万
円
、
合
計
で
４
万
円
引

き
上
げ
ま
し
た
（
図
３
）
。

※
詳
細
は
、
7
月
中
旬
に
送
付

さ
れ
る
今
年
度
の
国
保
税
の
納

税
通
知
書
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

自衛隊では、次のとおり自衛官を募集しています。詳細は、ホー
ムページ（http://www.mod.go.jp/pco/gunma/）をご覧ください。
問合せ▼自衛隊高崎地域事務所（☎３２６‐１７６１）

募集種目 受付期間 試験期日

１次９月22日
２次10月15日～20日

３次11月12日～12月15日

入隊

平成29年3月下旬
～4月上旬

採用予定通知書で
お知らせします

１次９月16日・17日
２次10月８日・９日

※いずれか１日を指定されます。

９月2５日・２６日
※いずれか１日を指定されます。

受付時にお知らせします

７月１日
　

９月８日
〜

年間を通じ
て行ってお
ります

受験資格

航 空 学 生
高卒（見込含）
21歳未満の者

18歳以上
27歳未満の者

一般曹候補生

自衛官候補生
（女子）

自衛官候補生
（男子）

３８２-11117
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図１　国民健康保険税の算出方法
所得割：前年中の所得金額ー基礎控除額

（33万円）× 6.2％ 2％ 1.2％

＋ ＋ ＋
資産割：土地・家屋の固定資産税額 × 24％ 9％ 5％

＋ ＋ ＋
均等割：加入者（被保険者）の人数 × 16,000円 6,000円 6,000円

＋ ＋ ＋
平等割：１世帯につき 17,000円 5,000円 4,000円

▼ ▼ ▼

世帯の国民健康保険税額 ＝ 医療保険分 ＋ 後期高齢者
支援金等分 ＋ 介護保険分

図２　「４割軽減」の基準所得の計算方法と改正内容
「４割軽減」の計算方法（所得が次の式で算定した金額以下の場合は対象）

世帯主を含む国保加入者数
33万円  ＋  　　　　　　　　＋　　　　　　　　

世帯主を含む特定同一世帯所属者数

図３　基礎課税額の限度額の引き上げ
【改正前】 【改正後】

医療保険分 52万円 → 54万円 2万円引き上げ

後期高齢者支援金等分  　　  17万円 → 19万円 2万円引き上げ

介護保険分 16万円 → 16万円 引き上げなし

最高賦課額（限度額） 85万円 → 89万円 4万円引き上げ

「26万円」→「26万5千円」に改正

  ×  26万5千円

問
合
せ
▼
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『 安中健康21』

からのお知らせ
栄養・食生活（食育推進計画）
第３次「ぐんま食育こころプラン」が策定されました（平成28年３月）

群馬県が目指す食育のイメージ

安中市健康増進計画

い き い き
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健康にいいこと

らか で
れ き

こ る

社会性

豊かな心

健全な身体

「食」の大切さを理解

生涯にわたる食育
次世代の健康 生活習慣病予防 介護予防健やかな発育・生活習慣の形成

乳幼児期妊娠
(胎児)期 学童 思春期 成人期 高齢期

健康寿命の延伸

む
育

を
性

間
人

な
か

豊
・食を通じたコミュニケーション
・食に関する基礎所作（マナー・作法）

・自然の恩恵への感謝
・環境との調和（地産地消・食品ロス削減）
・食文化（郷土料理・行事食）
・食料事情や食料問題への関心

・食品の安全性
・食生活・栄養のバランス（日本型食生活）
・健全な生活リズム
・歯科口腔衛生

食に関する基礎の習得

食に関する基礎の理解

食に関する知識と選択力の習得
健全な食生活の実践

基本理念
食の大切さを理解し、食を通して豊かな人
間性を育む

計画の目標
「食」で地域がつながり、地域が元気に
なり、県民の健康寿命延伸につながる食
育の推進を目指す

施策展開の基本方針（重点課題）
１．若い世代への食育の推進─生涯を通じた
間断のない食育には、若い世代が重要─

２．多様な暮らしを支える食育の推進─家族
形態や各年代の特性やニーズに応じた食
育の支援が重要─

３．食の循環・環境に配慮した食育の推進─
伝統的な食文化の保護・継承や持続可能
な社会の実現に向けた取組が重要─

４．食育を推進する社会環境づくり─食育推
進ネットワーク体制の充実強化が重要─

血圧をはじめとする生活習慣病の改善および予防の
観点から、日本型の食事の特長を保ちつつ食塩摂取量を
減少させる食育の取組が必要です。平成２２年国民健康・
栄養調査の結果によると、群馬県の食塩摂取平均量（g/
日）と都道府県別の順位は、男性が１２.４g/日で１２位、女
性が１０.８g/日で７位と高い状況でした。減塩は健康寿命
延伸のための第一歩です。塩分は１日８ｇ以下を目指しま
しょう。

高 育推進計画の特徴は、「食」という言葉を、食べ物
や食事はもちろん、農作物や食文化、食のコミュニケー
ション、食環境などを含む幅広い意味を持つ言葉とし
て捉え、その広い意味を持つ「食」に対する「こころ」
を育てることを目指しています。

毎月１９日は「いただきますの日」
家族や友人、地域の人と語らいながら、食事を
囲む「共食」の場は、身体も心も豊かにしてく
れます。時には、一緒に買い物をしたり、献立
を考えたり、料理を作ったり、レストランに
行ったり‥これらも「共食」の場です。毎月
19日は、地域
に暮らすいろ
いろな人と、い
ろいろな場所
で、「共食」の
大切さについ
て、語り合う日
です。

食

次回は、８月１日号に『がん・循環器』の
掲載を予定しています。

1 人 1日あたりの食塩摂取量の状況（年齢別）

0

20

40

60

80

100
（％）

男性
15g 以上10～15g8～10g8g 未満

（
再
）20
歳
以
上

70
歳
以
上

60
歳
代

50
歳
代

40
歳
代

30
歳
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歳
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上
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上
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代

20
歳
代
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資料：平成２２年度群馬県民健康・栄養調査

群馬県のマスコット
「ぐんまちゃん」

許諾第28-180188号

本
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国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
な
ど
の

更
新
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
な
ど
の

更
新
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

問合せ ▼ 国保年金課国保係（☎内線１１１３）本

問合せ ▼ 国保年金課国保係（☎内線１１１３）本
住民福祉課税務保険係（☎内線２１６０）松

個別健診を実施しています個別健診を実施しています

◆
４
月
以
降
に
安
中
市
国
民
健

康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
た
人
で
健
康
診
査
の
受

診
を
希
望
す
る
場
合
は
　
国
保
年

金
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
事
業
所
な
ど
に
お
勤
め
の
人

で
、
事
業
所
な
ど
が
行
う
健
診

を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
健
診

を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

本

本

ん
。
お
手
数
で
す
が
、
健
診
結

果
を
　
国
保
年
金
課
ま
た
は
　

住
民
福
祉
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

◆
安
中
市
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
以
外
の
健

康
保
険
加
入
者
は
、
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

医療機関名　（※印の医療機関は予約が必要です）

ア ミ ヤ 医 院 385-1511

公 立 碓 氷 病 院 ※ 385-8221 半 田 内 科 医 院 385-6031

有 坂 内 科 医 院※ 381-0485

櫻 井 内 科 医 院 ※ 385-8551 藤 巻 医 院 393-1324

いのうえ整形外科内科クリニック 380-1717

さ る や 内 科 医 院 ※ 384-3681 堀 口 医 院 ※ 381-0229

いわい中央クリニック※ 381-2201

正 田 病 院 ※ 382-1123 本 多 病 院 382-1255

城 田 医 院 ※ 385-7858 松 井 田 病 院 393-1301

大 貫 ク リ ニ ッ ク※ 380-1181 須 藤 病 院 ※ 382-3131 み や ぐ ち 医 院 ※ 384-1126

お に か た 医 院※ 385-1351 田 口 医 院 ※ 393-1731 茂 木 内 科 医 院 ※ 382-2510

く ろ さ わ 医 院 393-5311 武井内科循環器科 393-1005 ５０音順

◆
受
診
票
・
受
診
券
と
保
険
証

を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
診
票
・
受
診
券
裏
面
の
質

問
票
は
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
受
診
票
・
受
診
券
は
、
個
別

健
診
・
集
団
健
診
共
通
で
す
。

◆
午
前
中
の
み
の
受
診
と
な
り

ま
す
。

◆
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
（
薬
を
服
用
し
て
い

る
人
は
事
前
に
か
か
り
つ
け
医

と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

受
診
票
・
受
診
券
裏
面
の
質
問

票
の
既
往
歴
に
服
用
し
て
い
る

旨
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ

い
）
。

◆
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
を
同
時

に
実
施
し
ま
す
（
対
象
者
は
肝

炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
人
）
。

◆
個
別
健
診
と
集
団
健
診
の
ど

ち
ら
か
一
方
の
受
診
と
な
り
ま

す
。
重
複
し
て
受
診
し
た
場
合

は
あ
と
か
ら
受
け
た
健
診
費
用

は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
。

◆
安
中
市
国
民
健
康
保
険
の
資

格
を
喪
失
し
た
場
合
、
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

で
市
外
に
転
出
し
た
場
合
は
、

市
か
ら
送
付
し
た
受
診
票
・
受

診
券
で
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

速
や
か
に
受
診
票
・
受
診
券
を

市
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。
資
格

喪
失
後
に
受
診
し
た
場
合
は
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

◆
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す

る
人
は
、
健
診
項
目
が
重
複
す

る
た
め
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
他

注
意
事
項

国民健康保険特定健康診査・後期高齢者健康診査
　平成28年度国民健康保険特定健康診査・後期高齢者健康診査の個別健診は市内の下記医療機
関で受診することができます。（個別健診とは、集団健診と同じ内容の検査を、市内の医療機関
で実施することをいいます）
　医療機関や市から日時を指定することはありませんので、下記により、希望する医療機関で受
診してください。
※集団健診は、８月17日から始まります。
期間▼11月30日まで（休診日については各医療機関にお問い合わせください）
料金▼無料（約７,０００円以上かかる健診を年１回無料で受診できます）
健診機関▼下記の医療機関

国
民
健
康
保
険

　
　高
齢
受
給
者
証
を

　
　
　
　
　郵
送
し
ま
す

入
院
や
外
来
の
支
払
い
が

限
度
額
ま
で
に
な
る
認
定
証
を
交
付
し
て
い
ま
す

　
70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
に
交
付
し
て
い
る
「
高
齢
受

給
者
証
」
の
有
効
期
限
が
７
月
３１
日

に
切
れ
ま
す
の
で
、
新
し
い
「
高
齢

受
給
者
証
」
を
７
月
下
旬
に
郵
送
交

付
し
ま
す
。

　
「
高
齢
受
給
者
証
」
は
自
己
負
担

割
合
を
示
す
も
の
で
す
。
医
療
機
関

な
ど
で
受
診
す
る
と
き
に
は
、
保
険

証
と
一
緒
に
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。
自
己
負
担
割
合
は
平
成
27
年

の
所
得
な
ど
に
よ
り
変
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
有
効
期
限
切
れ
と
な
っ
た
「
高
齢

受
給
者
証
」
は
　
国
保
年
金
課
ま
た

は
　
住
民
福
祉
課
に
返
却
す
る
か
、

ご
自
分
で
責
任
を
持
っ
て
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
入
院
や
外
来
で
支
払
う

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
限
度
額
ま

で
に
な
る
認
定
証
や
、
食
事
代
が
軽

減
さ
れ
る
認
定
証
を
、
申
請
に
よ
り

交
付
し
て
い
ま
す
。
現
在
交
付
さ
れ

て
い
る
認
定
証
は
７
月
３１
日
で
有
効

期
限
切
れ
と
な
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
使
用
す
る
人
は
再
度
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
し
た
月
の
１
日
か

ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
70
歳
以
上
で
現
役
並
み
所

得
と
一
般
の
区
分
の
人
は
、
高
齢
受

給
者
証
が
認
定
証
の
代
わ
り
に
な
り

ま
す
の
で
、
認
定
証
の
申
請
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

●
認
定
証
の
申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証

・
は
ん
こ
（
朱
肉
を
使
用
す
る
物
）

・
す
で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は

お
持
ち
の
認
定
証

・
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
（
も

し
く
は
「
通
知
カ
ー
ド
」
と
運
転

免
許
証
な
ど
の
「
公
的
な
写
真
付
身

分
証
明
」
）

※

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る

と
限
度
額
適
用
認
定
証
は
交
付
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※〈〉内は、過去12カ月間で４回以上高額療養費の
支給を受けた場合の額です。
※70歳未満の人については所得の申告が無いと区分
アとして扱います。
※原則、１つの医療機関で支払う１カ月の金額が限
度額までとなります。２つ以上の医療機関で受診
した場合には、今までどおり高額療養費の申請が
必要な場合があります。
※特例対象被保険者軽減措置に該当した人の世帯
は、負担区分が変更になる場合があります。

入院時食事療養費標準負担額

７０歳から７４歳の人

７０歳未満の人

１食あたりの負担額
３６０円
２１０円

１００円

１６０円

対象
一般(下記以外の人)

９０日までの入院
過去１２ヵ月間で
９０日を超える入院

70歳以上で低所得者Ｉ

非課税（７０
歳以上は低
所得者Ⅱ）

区分

現役並み
所得者

一般
低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

自己負担限度額（月額）

４４,４００円
２４,６００円
１５,０００円

外来（個人単位）

１２,０００円

４４,４００円

８,０００円

80,100円＋（総医療費－
267,000円）×1％

〈多数回該当：44,400円〉

区
分

ア

イ

ウ

エ

オ

所得要件 自己負担限度額（月額）

基礎控除後の所得
９０１万円超

基礎控除後の所得
２１０万円以下

住民税非課税

基礎控除後の所得
６００万円超～
９０１万円以下
基礎控除後の所得
２１０万円超～
６００万円以下

２５２,６００円＋（総医療費
－８４２,０００円）×1％

〈多数回該当：140,100円〉
１６７,４００円＋（総医療費－
５５８,０００円）×1％

〈多数回該当：93,000円〉
８０,１００円＋（総医療費－
２６７,０００円）×1％

〈多数回該当：４４,４００円〉
５７,６００円

〈多数回該当：４４,４００円〉
３５,４００円

〈多数回該当：２４,６００円〉

本

松

外来＋入院
（世帯単位）
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医療機関名　（※印の医療機関は予約が必要です）

ア ミ ヤ 医 院 385-1511

公 立 碓 氷 病 院 ※ 385-8221 半 田 内 科 医 院 385-6031

有 坂 内 科 医 院※ 381-0485
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◆
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
を
同
時

に
実
施
し
ま
す
（
対
象
者
は
肝

炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
人
）
。

◆
個
別
健
診
と
集
団
健
診
の
ど

ち
ら
か
一
方
の
受
診
と
な
り
ま

す
。
重
複
し
て
受
診
し
た
場
合

は
あ
と
か
ら
受
け
た
健
診
費
用

は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
。

◆
安
中
市
国
民
健
康
保
険
の
資

格
を
喪
失
し
た
場
合
、
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

で
市
外
に
転
出
し
た
場
合
は
、

市
か
ら
送
付
し
た
受
診
票
・
受

診
券
で
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

速
や
か
に
受
診
票
・
受
診
券
を

市
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。
資
格

喪
失
後
に
受
診
し
た
場
合
は
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

◆
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す

る
人
は
、
健
診
項
目
が
重
複
す

る
た
め
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
他

注
意
事
項

国民健康保険特定健康診査・後期高齢者健康診査
　平成28年度国民健康保険特定健康診査・後期高齢者健康診査の個別健診は市内の下記医療機
関で受診することができます。（個別健診とは、集団健診と同じ内容の検査を、市内の医療機関
で実施することをいいます）
　医療機関や市から日時を指定することはありませんので、下記により、希望する医療機関で受
診してください。
※集団健診は、８月17日から始まります。
期間▼11月30日まで（休診日については各医療機関にお問い合わせください）
料金▼無料（約７,０００円以上かかる健診を年１回無料で受診できます）
健診機関▼下記の医療機関

国
民
健
康
保
険

　
　高
齢
受
給
者
証
を

　
　
　
　
　郵
送
し
ま
す

入
院
や
外
来
の
支
払
い
が

限
度
額
ま
で
に
な
る
認
定
証
を
交
付
し
て
い
ま
す

　
70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
に
交
付
し
て
い
る
「
高
齢
受

給
者
証
」
の
有
効
期
限
が
７
月
３１
日

に
切
れ
ま
す
の
で
、
新
し
い
「
高
齢

受
給
者
証
」
を
７
月
下
旬
に
郵
送
交

付
し
ま
す
。

　
「
高
齢
受
給
者
証
」
は
自
己
負
担

割
合
を
示
す
も
の
で
す
。
医
療
機
関

な
ど
で
受
診
す
る
と
き
に
は
、
保
険

証
と
一
緒
に
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。
自
己
負
担
割
合
は
平
成
27
年

の
所
得
な
ど
に
よ
り
変
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
有
効
期
限
切
れ
と
な
っ
た
「
高
齢

受
給
者
証
」
は
　
国
保
年
金
課
ま
た

は
　
住
民
福
祉
課
に
返
却
す
る
か
、

ご
自
分
で
責
任
を
持
っ
て
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
入
院
や
外
来
で
支
払
う

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
限
度
額
ま

で
に
な
る
認
定
証
や
、
食
事
代
が
軽

減
さ
れ
る
認
定
証
を
、
申
請
に
よ
り

交
付
し
て
い
ま
す
。
現
在
交
付
さ
れ

て
い
る
認
定
証
は
７
月
３１
日
で
有
効

期
限
切
れ
と
な
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
使
用
す
る
人
は
再
度
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
し
た
月
の
１
日
か

ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
70
歳
以
上
で
現
役
並
み
所

得
と
一
般
の
区
分
の
人
は
、
高
齢
受

給
者
証
が
認
定
証
の
代
わ
り
に
な
り

ま
す
の
で
、
認
定
証
の
申
請
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

●
認
定
証
の
申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証

・
は
ん
こ
（
朱
肉
を
使
用
す
る
物
）

・
す
で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は

お
持
ち
の
認
定
証

・
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
（
も

し
く
は
「
通
知
カ
ー
ド
」
と
運
転

免
許
証
な
ど
の
「
公
的
な
写
真
付
身

分
証
明
」
）

※

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る

と
限
度
額
適
用
認
定
証
は
交
付
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※〈〉内は、過去12カ月間で４回以上高額療養費の
支給を受けた場合の額です。
※70歳未満の人については所得の申告が無いと区分
アとして扱います。
※原則、１つの医療機関で支払う１カ月の金額が限
度額までとなります。２つ以上の医療機関で受診
した場合には、今までどおり高額療養費の申請が
必要な場合があります。
※特例対象被保険者軽減措置に該当した人の世帯
は、負担区分が変更になる場合があります。

入院時食事療養費標準負担額

７０歳から７４歳の人

７０歳未満の人

１食あたりの負担額
３６０円
２１０円

１００円

１６０円

対象
一般(下記以外の人)

９０日までの入院
過去１２ヵ月間で
９０日を超える入院

70歳以上で低所得者Ｉ

非課税（７０
歳以上は低
所得者Ⅱ）

区分

現役並み
所得者

一般
低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

自己負担限度額（月額）

４４,４００円
２４,６００円
１５,０００円

外来（個人単位）

１２,０００円

４４,４００円

８,０００円

80,100円＋（総医療費－
267,000円）×1％

〈多数回該当：44,400円〉

区
分

ア

イ

ウ

エ

オ

所得要件 自己負担限度額（月額）

基礎控除後の所得
９０１万円超

基礎控除後の所得
２１０万円以下

住民税非課税

基礎控除後の所得
６００万円超～
９０１万円以下
基礎控除後の所得
２１０万円超～
６００万円以下

２５２,６００円＋（総医療費
－８４２,０００円）×1％

〈多数回該当：140,100円〉
１６７,４００円＋（総医療費－
５５８,０００円）×1％

〈多数回該当：93,000円〉
８０,１００円＋（総医療費－
２６７,０００円）×1％

〈多数回該当：４４,４００円〉
５７,６００円

〈多数回該当：４４,４００円〉
３５,４００円

〈多数回該当：２４,６００円〉

本

松

外来＋入院
（世帯単位）



区分 基　　準 負担割合

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

（
被
保
険
者
証
更
新
・
保
険
料
決
定
）
の
ご
案
内

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

（
被
保
険
者
証
更
新
・
保
険
料
決
定
）
の
ご
案
内

■
８
月
１
日（
月
）か
ら
「
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
」
が
新
し
く
な

り
ま
す

　
新
し
い
被
保
険
者
証
は
７
月
中
旬
ご
ろ

に
、
う
す
み
ど
り
色
の
封
筒
で
送
付
し
ま

す
。
被
保
険
者
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、
記

入
さ
れ
て
い
る
住
所
、
氏
名
な
ど
を
確
認

し
、
切
り
取
り
線
で
切
り
取
っ
て
ご
使
用

く
だ
さ
い
。

　
被
保
険
者
証
の
有
効
期
間
は
８
月
１
日

か
ら
平
成
２９
年
７
月
３１
日
ま
で
の
１
年
間

に
な
り
ま
す
。（
短
期
証
の
人
を
除
く
）

■
前
年
の
所
得
に
よ
り
、
自
己
負
担

割
合
が
判
定
さ
れ
ま
す

　
自
己
負
担
割
合
は
下
の
表
の
と
お
り
、

現
役
並
み
所
得
の
人
は
３
割
、
一
般
の
人

は
１
割
と
な
り
ま
す
。

　
住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上

の
人
で
、
基
準
収
入
額
適
用
申
請
を
す
る

こ
と
に
よ
り
１
割
に
な
る
人
は
、
被
保
険

者
証
送
付
前
に
申
請
の
案
内
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
７
月
中
に
忘
れ
ず
に
申
請
書
を

　
国
保
年
金
課
ま
た
は
　
住
民
福
祉
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
平
成
28
年
度
保
険
料
額
決
定
通
知

書
・
納
付
通
知
書
を
送
付
い
た
し
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い

る
人
の
、
平
成
28
年
度
保
険
料
が
決
定
し

ま
し
た
の
で
、「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
・

納
付
通
知
書
」
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

○
送
達
時
期
と
送
付
物

①
現
金
納
付
、
口
座
振
替
と
も
に
最
初
の

保
険
料
納
期
が
８
月
１
日
（
月
）
と
な
り

ま
す
。
現
金
で
納
付
す
る
人
は
、
送
付
さ

れ
る
納
付
通
知
書
で
納
付
場
所
を
確
認

し
、
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
が
済
ん
で
い

る
人
は
、
各
納
期
限
ま
で
に
残
高
の
ご
確

認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

②
特
別
徴
収
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
人

は
、
通
知
に
記
載
さ
れ
た
月
よ
り
年
金
か

ら
天
引
き
に
な
り
ま
す
。

○
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

　
災
害
な
ど
特
別
の
事
情
に
よ
っ
て
保
険

料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
申
請
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
保
険
料
が
減
免
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※現在お使いの被保険者証は、８月１日以降使用できません。　国保年金課または　住民福祉課に
　返却するか、各自で廃棄してください。

現役並み
所得税

一般

同一世帯に、住民税課税所得が１４５万円以上の後期高齢者医療制
度の被保険者がいる人

上記に該当する人のうち、後期高齢者医療制度の被保険者が同一世帯に
①１人のみの場合、収入が３８３万円未満の人
②２人以上いる場合、収入合計が５２０万円未満の人
③１人で収入額が３８３万円以上あって、世帯内の７０～７４歳の人の
　収入との合計が、５２０万円未満の人
同一世帯の後期高齢者医療制度加入者全員が住民税課税所得１４５万
円未満の人

3 割

1 割

「基準収入額適用
申請」をすること
により１割

送達時間 対象者 封筒の種類 後
期
高
齢
者
医
療
の
対
象
と
な
る
人

●
７５
歳
以
上
の
人

●
６５
歳
以
上

７５
歳
未
満
の
一
定
の
障
害

　
の
あ
る
人
で
、 

広
域
連
合
の
認
定
を

　
受
け
た
人

７月中旬に通知が届く人

８月上旬に通知が届く人

普通徴収のみの人、または普通徴収と特別
徴収の両方がある人 むらさき色の封筒

特別徴収のみの人 シーラーはがき

※特別徴収…年金から天引きで保険料をお支払いいただくことです。
※普通徴収…特別徴収以外の納付方法のことで、金融機関の窓口で納めていただくか、　
　口座振替で納付していただきます。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

保
険
料
免
除
の
申
請
は
、

　
　
　
　原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す

保
険
料
免
除
の
申
請
は
、

　
　
　
　原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　65
歳
で
届
け
出
が
必
要
で
す

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　65
歳
で
届
け
出
が
必
要
で
す

付
加
保
険
料
の
ご
案
内

付
加
保
険
料
の
ご
案
内

　
国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
く
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

５０
歳
未
満
の
人
（
平
成

２８
年
６
月
以
前

分
の
申
請
は

３０
歳
未
満
）
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。（※

平
成

２８
年
７
月
か
ら
、
納
付
猶

予
の
申
請
対
象
者
が

３０
歳
未
満
か
ら

５０
歳
未
満
へ
拡
大
さ
れ
ま
し

た
）

　
免
除
や
納
付
猶
予
の
申
請
を
す
る
と
、
本
人
・
配
偶
者
お
よ
び

世
帯
主
（
納
付
猶
予
で
は
世
帯
主
は
除
か
れ
ま
す
）
の
前
年
の
所

得
を
基
準
に
審
査
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
る
と
所
得
に
応
じ
て
保

険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
免
除
（
納
付
猶
予
で
は
全
額
の
納
付

が
猶
予
）
さ
れ
ま
す
。

　
一
部
免
除
に
は
、
４
分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分
の
１
免

除
が
あ
り
、
所
得
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
免
除
の
申
請
が
で
き

ま
す
。

　
た
だ
し
、
前
述
の
一
部
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
残
り

の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年

必
要
で
す
。

　
今
ま
で
全
額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
て
お
り
継

続
申
請
を
し
て
い
な
い
人
、
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
て
い
た
人

は
、
６
月
で
承
認
期
間
が
切
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
免
除
な
ど

を
希
望
す
る
場
合
に
は
平
成

２８
年
度
は
７
月
１
日
（
金
）
よ
り
申

請
受
付
が
開
始
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
市
役
所
　
国
保
年

金
課
ま
た
は
　
住
民
福
祉
課
へ
申
請
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は

６５
歳
に
な
る
と
受

給
権
が
消
滅
し
、

６５
歳
か
ら
は
新
た
に
老
齢
基
礎
年

金
と
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
手
続
に
必
要
な
書
類
（「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金

保
険
老
齢
給
付
裁
定
請
求
書
」・
は
が
き
様
式
）
は
、

６５
歳
に
な
る
誕
生
月
の
初
め
頃
（
１
日
生
ま
れ
の
人

は
前
月
の
初
め
頃
）
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ

れ
ま
す
の
で
、
こ
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

誕
生
月
の
末
日（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
の
末
日
）

ま
で
に
日
本
年
金
機
構
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
が
完
了
す
る
と
「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保

険
裁
定
通
知
書
・
支
給
額
変
更
通
知
書
」
が
送
ら
れ

ま
す
が
、
年
金
証
書
は
あ
ら
た
め
て
発
行
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
年
金
証
書
を
引
き
続
き
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
老
齢
給

付
裁
定
請
求
書
に
同
封
さ
れ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

　
将
来
、
よ
り
高
い
老
齢
給
付
を
受
け
る
た
め
に
、

第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業
者
な
ど
）
や

６５
歳
に
な

る
ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険
者
は
、
希
望
に
よ
り
定

額
保
険
料
に
加
え
て
月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
付
加
保
険
料
を
納
め

る
場
合
に
は
、
定
額
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年

金
に
加
え
て
付
加
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
付
加
年

金
の
計
算
式
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
人
や
多

段
階
免
除
な
ど
の
免
除
制
度
を
利
用
し
て
い
る
人

は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
付
加
年
金
の
加
入
を
希
望
す
る
人
は
市
役
所
　
国

保
年
金
課
ま
た
は
　
住
民
福
祉
課
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
合
せ
▼

　
　
　
　
　
　
　
　
高
崎
年
金
事
務
所
（
☎
３
２
２
ー
４
２
９
９
）
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区分 基　　準 負担割合

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

（
被
保
険
者
証
更
新
・
保
険
料
決
定
）
の
ご
案
内

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

（
被
保
険
者
証
更
新
・
保
険
料
決
定
）
の
ご
案
内

■
８
月
１
日（
月
）か
ら
「
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
」
が
新
し
く
な

り
ま
す

　
新
し
い
被
保
険
者
証
は
７
月
中
旬
ご
ろ

に
、
う
す
み
ど
り
色
の
封
筒
で
送
付
し
ま

す
。
被
保
険
者
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、
記

入
さ
れ
て
い
る
住
所
、
氏
名
な
ど
を
確
認

し
、
切
り
取
り
線
で
切
り
取
っ
て
ご
使
用

く
だ
さ
い
。

　
被
保
険
者
証
の
有
効
期
間
は
８
月
１
日

か
ら
平
成
２９
年
７
月
３１
日
ま
で
の
１
年
間

に
な
り
ま
す
。（
短
期
証
の
人
を
除
く
）

■
前
年
の
所
得
に
よ
り
、
自
己
負
担

割
合
が
判
定
さ
れ
ま
す

　
自
己
負
担
割
合
は
下
の
表
の
と
お
り
、

現
役
並
み
所
得
の
人
は
３
割
、
一
般
の
人

は
１
割
と
な
り
ま
す
。

　
住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上

の
人
で
、
基
準
収
入
額
適
用
申
請
を
す
る

こ
と
に
よ
り
１
割
に
な
る
人
は
、
被
保
険

者
証
送
付
前
に
申
請
の
案
内
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
７
月
中
に
忘
れ
ず
に
申
請
書
を

　
国
保
年
金
課
ま
た
は
　
住
民
福
祉
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
平
成
28
年
度
保
険
料
額
決
定
通
知

書
・
納
付
通
知
書
を
送
付
い
た
し
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い

る
人
の
、
平
成
28
年
度
保
険
料
が
決
定
し

ま
し
た
の
で
、「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
・

納
付
通
知
書
」
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

○
送
達
時
期
と
送
付
物

①
現
金
納
付
、
口
座
振
替
と
も
に
最
初
の

保
険
料
納
期
が
８
月
１
日
（
月
）
と
な
り

ま
す
。
現
金
で
納
付
す
る
人
は
、
送
付
さ

れ
る
納
付
通
知
書
で
納
付
場
所
を
確
認

し
、
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
が
済
ん
で
い

る
人
は
、
各
納
期
限
ま
で
に
残
高
の
ご
確

認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

②
特
別
徴
収
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
人

は
、
通
知
に
記
載
さ
れ
た
月
よ
り
年
金
か

ら
天
引
き
に
な
り
ま
す
。

○
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

　
災
害
な
ど
特
別
の
事
情
に
よ
っ
て
保
険

料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
申
請
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
保
険
料
が
減
免
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※現在お使いの被保険者証は、８月１日以降使用できません。　国保年金課または　住民福祉課に
　返却するか、各自で廃棄してください。

現役並み
所得税

一般

同一世帯に、住民税課税所得が１４５万円以上の後期高齢者医療制
度の被保険者がいる人

上記に該当する人のうち、後期高齢者医療制度の被保険者が同一世帯に
①１人のみの場合、収入が３８３万円未満の人
②２人以上いる場合、収入合計が５２０万円未満の人
③１人で収入額が３８３万円以上あって、世帯内の７０～７４歳の人の
　収入との合計が、５２０万円未満の人
同一世帯の後期高齢者医療制度加入者全員が住民税課税所得１４５万
円未満の人

3 割

1 割

「基準収入額適用
申請」をすること
により１割

送達時間 対象者 封筒の種類 後
期
高
齢
者
医
療
の
対
象
と
な
る
人

●
７５
歳
以
上
の
人

●
６５
歳
以
上

７５
歳
未
満
の
一
定
の
障
害

　
の
あ
る
人
で
、 

広
域
連
合
の
認
定
を

　
受
け
た
人

７月中旬に通知が届く人

８月上旬に通知が届く人

普通徴収のみの人、または普通徴収と特別
徴収の両方がある人 むらさき色の封筒

特別徴収のみの人 シーラーはがき

※特別徴収…年金から天引きで保険料をお支払いいただくことです。
※普通徴収…特別徴収以外の納付方法のことで、金融機関の窓口で納めていただくか、　
　口座振替で納付していただきます。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

保
険
料
免
除
の
申
請
は
、

　
　
　
　原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す

保
険
料
免
除
の
申
請
は
、

　
　
　
　原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　65
歳
で
届
け
出
が
必
要
で
す

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　65
歳
で
届
け
出
が
必
要
で
す

付
加
保
険
料
の
ご
案
内

付
加
保
険
料
の
ご
案
内

　
国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
く
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

５０
歳
未
満
の
人
（
平
成

２８
年
６
月
以
前

分
の
申
請
は

３０
歳
未
満
）
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。（※
平
成

２８
年
７
月
か
ら
、
納
付
猶

予
の
申
請
対
象
者
が

３０
歳
未
満
か
ら

５０
歳
未
満
へ
拡
大
さ
れ
ま
し

た
）

　
免
除
や
納
付
猶
予
の
申
請
を
す
る
と
、
本
人
・
配
偶
者
お
よ
び

世
帯
主
（
納
付
猶
予
で
は
世
帯
主
は
除
か
れ
ま
す
）
の
前
年
の
所

得
を
基
準
に
審
査
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
る
と
所
得
に
応
じ
て
保

険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
免
除
（
納
付
猶
予
で
は
全
額
の
納
付

が
猶
予
）
さ
れ
ま
す
。

　
一
部
免
除
に
は
、
４
分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分
の
１
免

除
が
あ
り
、
所
得
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
免
除
の
申
請
が
で
き

ま
す
。

　
た
だ
し
、
前
述
の
一
部
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
残
り

の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年

必
要
で
す
。

　
今
ま
で
全
額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
て
お
り
継

続
申
請
を
し
て
い
な
い
人
、
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
て
い
た
人

は
、
６
月
で
承
認
期
間
が
切
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
免
除
な
ど

を
希
望
す
る
場
合
に
は
平
成

２８
年
度
は
７
月
１
日
（
金
）
よ
り
申

請
受
付
が
開
始
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
市
役
所
　
国
保
年

金
課
ま
た
は
　
住
民
福
祉
課
へ
申
請
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は

６５
歳
に
な
る
と
受

給
権
が
消
滅
し
、

６５
歳
か
ら
は
新
た
に
老
齢
基
礎
年

金
と
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
手
続
に
必
要
な
書
類
（「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金

保
険
老
齢
給
付
裁
定
請
求
書
」・
は
が
き
様
式
）
は
、

６５
歳
に
な
る
誕
生
月
の
初
め
頃
（
１
日
生
ま
れ
の
人

は
前
月
の
初
め
頃
）
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ

れ
ま
す
の
で
、
こ
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

誕
生
月
の
末
日（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
の
末
日
）

ま
で
に
日
本
年
金
機
構
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
が
完
了
す
る
と
「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保

険
裁
定
通
知
書
・
支
給
額
変
更
通
知
書
」
が
送
ら
れ

ま
す
が
、
年
金
証
書
は
あ
ら
た
め
て
発
行
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
年
金
証
書
を
引
き
続
き
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
老
齢
給

付
裁
定
請
求
書
に
同
封
さ
れ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

　
将
来
、
よ
り
高
い
老
齢
給
付
を
受
け
る
た
め
に
、

第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業
者
な
ど
）
や

６５
歳
に
な

る
ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険
者
は
、
希
望
に
よ
り
定

額
保
険
料
に
加
え
て
月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
付
加
保
険
料
を
納
め

る
場
合
に
は
、
定
額
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年

金
に
加
え
て
付
加
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
付
加
年

金
の
計
算
式
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
人
や
多

段
階
免
除
な
ど
の
免
除
制
度
を
利
用
し
て
い
る
人

は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
付
加
年
金
の
加
入
を
希
望
す
る
人
は
市
役
所
　
国

保
年
金
課
ま
た
は
　
住
民
福
祉
課
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
合
せ
▼

　
　
　
　
　
　
　
　
高
崎
年
金
事
務
所
（
☎
３
２
２
ー
４
２
９
９
）
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加
保
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納
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月
数



　本
市
で
は
、
市
税
の
滞
納
処
分
で

差
し
押
さ
え
た
不
動
産
（
土
地
・
建

物
）
を
例
年
11
月
に
近
隣
市
町
村
と

合
同
で
不
動
産
公
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。　今

回
は
、公
売
の
機
会
を
増
や
し
、

よ
り
多
く
の
入
札
・
売
却
に
よ
る
税

収
確
保
を
目
的
と
し
て
、
本
市
単
独

で
不
動
産
公
売
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
公

売
広
報
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　滞
納
処
分
と
は
、
市
が
滞
納
者
の

財
産
を
差
押
え
、
お
金
に
換
え
て
市

税
に
充
て
る
手
続
の
こ
と
で
す
。
預

貯
金
や
給
与
収
入
な
ど
、
支
払
い
能

力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
遊
興

費
や
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
支
払
い
を

優
先
し
て
納
税
を
し
な
い
人
に
対
し

て
は
、
積
極
的
に
財
産
の
差
押
え
を

執
行
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
給
与
と

不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
の
差
押
え

を
よ
り
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
や
盗
難
、本
人
や
家
族
の
病
気
、

事
業
の
休
廃
止
、
失
業
な
ど
の
や
む
を

得
な
い
事
情
や
、
多
重
債
務
な
ど
に
よ

り
市
税
の
納
期
ご
と
の
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
放
置
せ
ず

に
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
一
括
納
付
が
難
し
い
場
合
に
は
、
分

割
納
付
に
応
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
納
付
で
き
な
い
理
由
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

●
夜
間
納
税
相
談
窓
口

　
市
役
所
開
庁
時
間
に
納
税
相
談
が
で

き
な
い
人
の
た
め
に
、
左
表
納
期
限
日

に
夜
間
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。問合せ ▼　安中保護区保護司会

　更生保護サポートセンター安中
  （☎３２９-７１００）

市
税
の
滞
納
処
分
を

強
化
し
て
い
ま
す

納
税
が
困
難
な
人
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
放
置
せ
ず
、

早
め
に
相
談
を

開
設
日

時
　間

場
　所

８
月
１
日（
月
）、31
日（
水
）

午
後
８
時
ま
で

　収
納
課

不動産公売を実施します
～どなたでも参加できます～

入札期日

場　　所

そ の 他

７月２７日（水）
受付開始：午後１時
入札開始：午後２時

物件の詳細と公売参加の手続につい
ては、　収納課・　住民福祉課に用
意した公売広報か、市のホームペー
ジで確認してください。

　３０５会議室

※納税などにより公売が中止になる場合がありますので、事前に公売実施の有無を問い合わせください。

土地

宅地３筆

畑 1筆

畑 1筆

宅地 2筆

宅地 2筆

建物

建物１棟

‐

‐

‐

‐

建物１棟

建物面積（㎡）

計１１９.２４

‐

‐

‐

‐

計４２.４９

土地面積（㎡）

計３５３.３０

３００

５３６

計３２６.９９

計４７２.４５

計３９１.８５

宅地 2筆
畑 2筆

売却区
分番号

28-1

28-2

28-3

28-4

28-5

28-6

安中五丁目字城下

松井田町八城字別所

松井田町八城字別所

松井田町八城字渡戸

松井田町人見字新田

松井田町二軒在家字中島

2,710,000

1,220,000

2,170,000

4,180,000

5,180,000

2,220,000

280,000

130,000

220,000

420,000

520,000

230,000

所在地 最低入札価額
（円）

公売保証金
（円）

内容

主唱　法務省

“社会を明るくする運動”
犯罪や非行を防止し 立ち直りを支える地域のチカラ

安中保護区保護司会

行
動
目
標

（
１
）
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・

安
心
な
地
域
社
会
を
築
く
た
め

の
取
組
を
進
め
よ
う

（
２
）
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た

ち
の
立
ち
直
り
を
支
え
よ
う

重
点
事
項

　
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を
社

会
か
ら
排
除
・
孤
立
さ
せ
る
の

で
は
な
く
、
再
び
受
け
入
れ
る

こ
と
が
自
然
に
で
き
る
社
会
に

す
る
た
め

①
出
所
者
な
ど
の
事
情
を
理
解

し
た
う
え
で
雇
用
す
る
企
業
の

数
を
増
や
す
こ
と

②
帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
、

刑
務
所
か
ら
社
会
に
戻
る
人
の

数
を
減
ら
す
こ
と

③
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復
と
社

会
復
帰
を
長
期
的
に
支
え
る
地

域
の
環
境
を
作
る
こ
と
を
重
点

事
項
と
す
る

安
中
市
の
活
動
状
況
お
よ
び
予
定

　

　『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』

と
は
、
全
て
の
国
民
が
、
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
、
あ
や
ま
ち

を
犯
し
た
人
の
立
ち
直
り
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
で
す
。

　
こ
の
運
動
は
、「
社
明
運
動
」

と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
法
務
省

の
主
唱
に
よ
り
本
年
度
で
６６
回

目
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
「
更
生

保
護
の
日
」
で
あ
る
７
月
１
日

か
ら
一
カ
月
間
を
強
調
月
間
と

し
、
広
く
啓
発
活
動
が
展
開
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
人
が
地

域
の
中
で
適
切
な「
仕
事
」と「
居

場
所
」
な
ど
生
活
基
盤
を
確
保

し
社
会
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き

る
安
全
な
ま
ち
を
つ
く
り
上
げ

ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
一
人
で
も

多
く
の
市
民
の
方
に
活
動
の
趣

旨
で
あ
る
『
犯
罪
や
非
行
を
防

止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地

域
の
チ
カ
ラ
』
を
ご
理
解
し
て

い
た
だ
き
、
こ
の
社
明
運
動
の

推
進
に
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

運動に協力していただく
機関・団体名

安中市
安中市議会　
安中市教育委員会
安中市区長会
安中市民生委員児童委員協議会
安中保護区保護司会
安中地区更生保護女性会
安中地区協力事業主会
安中保護区保護司会更生保護
活動支援機構
安中市社会福祉協議会
安中市内関係機関団体など
　　　　　　　　　（順不同）

　昨年７月１日から３カ月間にわたり実施した、第
６５回「社会を明るくする運動」募金活動は、皆
様の深いご理解とご協力により、多大な成果を
あげることができました。
　この浄財は、更生保護施設や自立準備ホーム
への慰問やしおり人形作成による青少年の非行
防止など同運動の事業費として、保護司会、更
生保護女性会、協力事業主会、各地域の活動費
として配分しました。
　この募金にご協力いただいた皆さまに対し、
心から厚くお礼申し上げます。

第 65回募金結果報告

※保護観察対象者数は、平成２７年、
２８年ともに５月１日時点での人数
です。
※当地区の保護観察対象者数は前回
より減少しています。

安中保護区保護観察対象者調べ
（単位：人）

Ｈ２７
４
３
３
４
１４

１３
２７
０.７７

Ｈ２８
３
１
０
５
９

１６
２５
０.７３

１３

０

１５

１

保 護 観 察 少 年
少年院仮退院者
仮 出 所 者
刑 執 行 猶 予 者
小 計

小 計
総 計
保護司一人当たりの担当数

刑 務 所

少 年 院

使　途
更生３団体活動配分金
１ ４ 地 区 支 部 助 成 金
学 校 対 象 広 報 活 動 費

合 計

金額(円)
７００,０００
６４３,５４０
５６７,７３２

２,１６７,７０２

一 般 対 象 広 報 活 動 費
（うちわ、ポスターなど）

一 般 事 務 費
（用紙代、郵便代など）

２１３,９２０

４２,５１０

環
境
調
整

2016年７月１日号 12安中市役所　☎３８２-111113

問合せ ▼ 収納課収納整理係（☎内線１０８４）本

本

本

松

本

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　安
中
市
推
進
委
員
会
委
員
長

　
　安
中
市
長

　茂
木

　英
子

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

・
第
６６
回
「
社
会
を
明
る
く
す

　
る
運
動
」
安
中
市
推
進
委
員

　
会
（
６
月
２８
日
）

・
募
金
活
動
の
実
施
（
７
月
１
日

　
〜
３1
日
）

・
中
学
校
薬
物
乱
用
防
止
教
室

　
（
７
月
、
９
月
）

・
薬
物
乱
用
防
止
駅
頭
キ
ャ
ン

　
ペ
ー
ン
（
７
月
11
日
・
12

　
日
）

・
社
明
街
頭
広
報
活
動
・
パ

　
レ
ー
ド
な
ど
（
７
月
６
日
）

・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作

　
文
の
募
集
・
審
査
会
（
７
〜

　
９
月
）



　本
市
で
は
、
市
税
の
滞
納
処
分
で

差
し
押
さ
え
た
不
動
産
（
土
地
・
建

物
）
を
例
年
11
月
に
近
隣
市
町
村
と

合
同
で
不
動
産
公
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。　今

回
は
、公
売
の
機
会
を
増
や
し
、

よ
り
多
く
の
入
札
・
売
却
に
よ
る
税

収
確
保
を
目
的
と
し
て
、
本
市
単
独

で
不
動
産
公
売
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
公

売
広
報
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　滞
納
処
分
と
は
、
市
が
滞
納
者
の

財
産
を
差
押
え
、
お
金
に
換
え
て
市

税
に
充
て
る
手
続
の
こ
と
で
す
。
預

貯
金
や
給
与
収
入
な
ど
、
支
払
い
能

力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
遊
興

費
や
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
支
払
い
を

優
先
し
て
納
税
を
し
な
い
人
に
対
し

て
は
、
積
極
的
に
財
産
の
差
押
え
を

執
行
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
給
与
と

不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
の
差
押
え

を
よ
り
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
や
盗
難
、本
人
や
家
族
の
病
気
、

事
業
の
休
廃
止
、
失
業
な
ど
の
や
む
を

得
な
い
事
情
や
、
多
重
債
務
な
ど
に
よ

り
市
税
の
納
期
ご
と
の
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
放
置
せ
ず

に
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
一
括
納
付
が
難
し
い
場
合
に
は
、
分

割
納
付
に
応
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
納
付
で
き
な
い
理
由
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

●
夜
間
納
税
相
談
窓
口

　
市
役
所
開
庁
時
間
に
納
税
相
談
が
で

き
な
い
人
の
た
め
に
、
左
表
納
期
限
日

に
夜
間
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。問合せ ▼　安中保護区保護司会

　更生保護サポートセンター安中
  （☎３２９-７１００）

市
税
の
滞
納
処
分
を

強
化
し
て
い
ま
す

納
税
が
困
難
な
人
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
放
置
せ
ず
、

早
め
に
相
談
を

開
設
日

時
　間

場
　所

８
月
１
日（
月
）、31
日（
水
）

午
後
８
時
ま
で

　収
納
課

不動産公売を実施します
～どなたでも参加できます～

入札期日

場　　所

そ の 他

７月２７日（水）
受付開始：午後１時
入札開始：午後２時

物件の詳細と公売参加の手続につい
ては、　収納課・　住民福祉課に用
意した公売広報か、市のホームペー
ジで確認してください。

　３０５会議室

※納税などにより公売が中止になる場合がありますので、事前に公売実施の有無を問い合わせください。

土地

宅地３筆

畑 1筆

畑 1筆

宅地 2筆

宅地 2筆

建物

建物１棟

‐

‐

‐

‐

建物１棟

建物面積（㎡）

計１１９.２４

‐

‐

‐

‐

計４２.４９

土地面積（㎡）

計３５３.３０

３００

５３６

計３２６.９９

計４７２.４５

計３９１.８５

宅地 2筆
畑 2筆

売却区
分番号

28-1

28-2

28-3

28-4

28-5

28-6

安中五丁目字城下

松井田町八城字別所

松井田町八城字別所

松井田町八城字渡戸

松井田町人見字新田

松井田町二軒在家字中島

2,710,000

1,220,000

2,170,000

4,180,000

5,180,000

2,220,000

280,000

130,000

220,000

420,000

520,000

230,000

所在地 最低入札価額
（円）

公売保証金
（円）

内容

主唱　法務省

“社会を明るくする運動”
犯罪や非行を防止し 立ち直りを支える地域のチカラ

安中保護区保護司会

行
動
目
標

（
１
）
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・

安
心
な
地
域
社
会
を
築
く
た
め

の
取
組
を
進
め
よ
う

（
２
）
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た

ち
の
立
ち
直
り
を
支
え
よ
う

重
点
事
項

　
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を
社

会
か
ら
排
除
・
孤
立
さ
せ
る
の

で
は
な
く
、
再
び
受
け
入
れ
る

こ
と
が
自
然
に
で
き
る
社
会
に

す
る
た
め

①
出
所
者
な
ど
の
事
情
を
理
解

し
た
う
え
で
雇
用
す
る
企
業
の

数
を
増
や
す
こ
と

②
帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
、

刑
務
所
か
ら
社
会
に
戻
る
人
の

数
を
減
ら
す
こ
と

③
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復
と
社

会
復
帰
を
長
期
的
に
支
え
る
地

域
の
環
境
を
作
る
こ
と
を
重
点

事
項
と
す
る

安
中
市
の
活
動
状
況
お
よ
び
予
定

　

　『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』

と
は
、
全
て
の
国
民
が
、
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
、
あ
や
ま
ち

を
犯
し
た
人
の
立
ち
直
り
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
で
す
。

　
こ
の
運
動
は
、「
社
明
運
動
」

と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
法
務
省

の
主
唱
に
よ
り
本
年
度
で
６６
回

目
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
「
更
生

保
護
の
日
」
で
あ
る
７
月
１
日

か
ら
一
カ
月
間
を
強
調
月
間
と

し
、
広
く
啓
発
活
動
が
展
開
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
人
が
地

域
の
中
で
適
切
な「
仕
事
」と「
居

場
所
」
な
ど
生
活
基
盤
を
確
保

し
社
会
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き

る
安
全
な
ま
ち
を
つ
く
り
上
げ

ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
一
人
で
も

多
く
の
市
民
の
方
に
活
動
の
趣

旨
で
あ
る
『
犯
罪
や
非
行
を
防

止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地

域
の
チ
カ
ラ
』
を
ご
理
解
し
て

い
た
だ
き
、
こ
の
社
明
運
動
の

推
進
に
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

運動に協力していただく
機関・団体名

安中市
安中市議会　
安中市教育委員会
安中市区長会
安中市民生委員児童委員協議会
安中保護区保護司会
安中地区更生保護女性会
安中地区協力事業主会
安中保護区保護司会更生保護
活動支援機構
安中市社会福祉協議会
安中市内関係機関団体など
　　　　　　　　　（順不同）

　昨年７月１日から３カ月間にわたり実施した、第
６５回「社会を明るくする運動」募金活動は、皆
様の深いご理解とご協力により、多大な成果を
あげることができました。
　この浄財は、更生保護施設や自立準備ホーム
への慰問やしおり人形作成による青少年の非行
防止など同運動の事業費として、保護司会、更
生保護女性会、協力事業主会、各地域の活動費
として配分しました。
　この募金にご協力いただいた皆さまに対し、
心から厚くお礼申し上げます。

第 65回募金結果報告

※保護観察対象者数は、平成２７年、
２８年ともに５月１日時点での人数
です。
※当地区の保護観察対象者数は前回
より減少しています。

安中保護区保護観察対象者調べ
（単位：人）

Ｈ２７
４
３
３
４
１４

１３
２７
０.７７

Ｈ２８
３
１
０
５
９

１６
２５
０.７３

１３

０

１５

１

保 護 観 察 少 年
少年院仮退院者
仮 出 所 者
刑 執 行 猶 予 者
小 計

小 計
総 計
保護司一人当たりの担当数

刑 務 所

少 年 院

使　途
更生３団体活動配分金
１ ４ 地 区 支 部 助 成 金
学 校 対 象 広 報 活 動 費

合 計

金額(円)
７００,０００
６４３,５４０
５６７,７３２

２,１６７,７０２

一 般 対 象 広 報 活 動 費
（うちわ、ポスターなど）

一 般 事 務 費
（用紙代、郵便代など）

２１３,９２０

４２,５１０

環
境
調
整

2016年７月１日号 12安中市役所　☎３８２-111113

問合せ ▼ 収納課収納整理係（☎内線１０８４）本

本

本

松

本

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　安
中
市
推
進
委
員
会
委
員
長

　
　安
中
市
長

　茂
木

　英
子

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

・
第
６６
回
「
社
会
を
明
る
く
す

　
る
運
動
」
安
中
市
推
進
委
員

　
会
（
６
月
２８
日
）

・
募
金
活
動
の
実
施
（
７
月
１
日

　
〜
３1
日
）

・
中
学
校
薬
物
乱
用
防
止
教
室

　
（
７
月
、
９
月
）

・
薬
物
乱
用
防
止
駅
頭
キ
ャ
ン

　
ペ
ー
ン
（
７
月
11
日
・
12

　
日
）

・
社
明
街
頭
広
報
活
動
・
パ

　
レ
ー
ド
な
ど
（
７
月
６
日
）

・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作

　
文
の
募
集
・
審
査
会
（
７
〜

　
９
月
）
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夏休みの映画会
ドラえもん　新・のび太の日本誕生

安中市文化センター　　☎３８１－０５８６
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP22をご確認ください

問
合
せ

今月のピックアップ

松井田文化会館　　☎３９３－４４００
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP22をご確認ください

問
合
せ

今月のピックアップ

ホワイエを開放します
　文化センター
では、夏休みの間

（7月16日（土）～
8月31日（水））、
ホワイエを開放
します。
　ホワイエは文
化センター内の
ホール入り口前

の空間です。図書館の閲覧室が混雑して使用できな
いときなどにお気軽にご利用ください。
※貸し出し処理をしていない図書の持ち込みや他
の人に迷惑をかける行為はおやめください。
※ホールで催し物があるときは使用できません。

問合せ▼安中市文化センター（☎381-0586）

介護予防一般公開セミナー
　7月2日（土）　13:30～15:00　入場：無料
　問合せ：　介護高齢課（☎内線1189）
安中小学校「服のチカラ」授業
　7月7日（木）　10:45～11:30　入場：無料
　問合せ：安中小学校（☎381-0215）
安中市童謡・唱歌交流会「童謡・唱歌発表会」
　7月23日（土）　13:00～16:00　入場：無料
　問合せ：安中市童謡・唱歌交流会（☎385-7775）
歌とダンス友の会「第9回 生バンドとカラオケによる発表会」
　7月31日（日）　10:00～18:30　入場：2000円
　問合せ：歌とダンスの友の会（☎344-9081）
安中一中演劇部　夏の公演
　8月5日（金）　14:00～15:00　入場：無料
　問合せ：安中第一中学校　福田（☎381-0459）
平成28年度碓氷教育会夏季講演会
　8月10日（水）　14:00～15:50　入場：関係者
　問合せ：碓氷教育会（☎381-0215）

おもしろ科学教室「「光る誕生日星座を作ろう」
　7月23日（土）　9:30～12:00
　会場：3階大会議室　入場：要申込
市民パソコン教室
　7月2、7、9、14、16、21、23、28、30（木・土）
　8月4、6（木・土）
　13:30～15:30　会場：２階パソコン室　入場：無料

７月1日から８月15日までのスケジュール

学
習
室
な
ど

ホ
ー
ル

７月1日から８月15日までのスケジュール

第38回少年の主張安中市大会
　7月12日（火）　14:00～　入場：無料
　問合せ：　 生涯学習課（☎393-7077）
東儀秀樹　雅楽ワークショップ＆ソロコンサート
　7月24日（日）　15:30～
入場：前売　大人　3,500円　高校生以下　3,000円
　　　当日　大人　4,000円　高校生以下　3,500円
問合せ：松井田文化会館（☎393-4400）

大
ホ
ー
ル

松 井 田 文 化 会 館 安中市文化センター催し物ガイド

６月１３日現在の情報です。
詳細はお問い合わせください。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
請
求
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　と
う
た
う
探
偵
業
者

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

☆
最
近
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
名
乗
る
団
体
か
ら
の
電

話
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た「
被
害
回
復
の
無
料
相
談
」な
ど
か
ら
、

探
偵
業
者
を
紹
介
さ
れ
て
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

☆
探
偵
業
者
に
は
、「
返
金
請
求
」
や
「
解
決
交
渉
」
な
ど
を
行
う
権
限

は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

☆
簡
単
に
被
害
回
復
で
き
る
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
説
明
や
広
告
を
う
の
み

に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

資
料
提
供
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
た
ら
、
早

め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
合
せ
▼
安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
８
２‐

２
２
２
８
）

【
事
例
】

　ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
誤
っ
て
接

続
し
て
し
ま
い
入
会
金
２０
万
円
を

請
求
さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら

い
い
か
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調

べ
て
い
た
ら
、「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ

ト
の
動
画
請
求
を
解
決
す
る
」「
被

害
を
救
済
す
る
」
な
ど
と
い
う
探

偵
業
者
を
見
つ
け
た
の
で
す
が
、

信
用
で
き
ま
す
か
。

　「ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
請
求
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
」
な
ど
と

勧
誘
し
、
手
数
料
な
ど
を
請
求
す
る
探
偵
業
者
に
関
す
る
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

－

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

－

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
第64回

け
持
つ
社
会
。
男
性
が
育
児
を
す
る
社
会
。
男
性
、

女
性
の
区
別
な
く
仕
事
が
で
き
る
社
会
。
男
女
共

同
参
画
社
会
を
言
い
表
そ
う
と
す
る
と
様
々
な
言

い
方
が
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に

国
や
市
町
村
が
様
々
な
政
策
や
法
律
を
作
り
、
実

現
に
向
け
努
力
し
て
い
る
。
し
か
し
、
法
律
や
目

標
を
決
め
る
こ
と
だ
け
が
、
本
当
に
男
女
平
等
の

社
会
を
実
現
す
る
方
法
な
の
か
は
、
疑
問
で
あ
る
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要

な
も
の
は
、「
お
互
い
を
も
っ
と
よ
く
知
る
こ
と
」

で
は
な
い
か
と
私
は
思
う
。
男
だ
か
ら
。
女
だ
か

ら
。
と
い
う
簡
単
な
言
葉
で
人
間
を
ひ
と
く
く
り

に
し
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。
一
人
一
人
が
考
え
て

い
る
こ
と
を
、
実
現
す
る
た
め
に
ど
ん
な
協
力
が

必
要
な
の
か
。
兄
弟
、
家
族
と
い
う
小
さ
な
単
位

か
ら
考
え
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。
性
別
で
は
な
く
、

個
人
の
持
っ
て
い
る
能
力
と
し
て
何
が
向
い
て
い

る
の
か
。
何
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。
ク

ラ
ス
の
隣
に
座
っ
て
い
る
友
人
か
ら
考
え
て
い
く

べ
き
だ
と
思
う
。
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た

め
の
政
策
も
大
切
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
お
互
い

を
認
め
合
っ
て
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
根
本
に
な

け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
。

　
古
い
習
慣
に
と
ら
わ
れ
「
男
だ
か
ら
、
女
だ
か

ら
」
と
性
別
で
く
く
る
の
で
は
な
く
、
一
人
の
人

間
と
し
て
生
き
が
い
あ
る
、
住
み
や
す
い
社
会
が
、

男
女
共
同
参
画
社
会
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

問
合
せ
▼

　  

市
民
生
活
課
市
民
協
働
係
（
☎
内
線
１
１
３
９
）

　
私
の
名
前
は
侑
之
と
書
く
。
15
年
前
に
父
が
付

け
た
名
前
だ
。「
家
族
、
兄
弟
が
、
仲
良
く
一
緒

に
人
生
を
歩
ん
で
い
け
る
よ
う
に
。」
と
い
う
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
字
画
を
考
え
な
が
ら
父

が
最
後
に
た
ど
り
着
い
た
名
前
だ
。
私
自
身
と
て

も
気
に
入
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
名
前
に
は
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

　
母
は
私
が
お
腹
に
い
る
と
き
、
医
者
か
ら
、
あ

え
て
性
別
を
聞
い
て
い
な
か
っ
た
。
母
は
父
に
、

男
名
と
女
名
の
両
方
を
考
え
て
欲
し
い
と
頼
ん
だ

そ
う
だ
。
そ
こ
で
、
父
は
考
え
た
。
男
で
も
、
女

で
も
、名
前
は「
侑
之
」。
男
だ
っ
た
ら「
ゆ
う
じ
」、

女
だ
っ
た
ら
「
ゆ
き
の
」
と
読
む
よ
う
に
母
に
相

談
し
た
。
結
果
、私
の
名
前
は「
ゆ
き
の
」に
決
ま
っ

た
。
生
ま
れ
た
子
が
女
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。

男
で
あ
る
。
母
が
、「
ゆ
き
の
」
と
い
う
音
の
響

き
を
気
に
入
り
、「
ゆ
き
の
」
を
選
ん
だ
。
父
も

母
の
意
見
に
賛
同
し
た
。
名
前
に
限
ら
ず
、「
男

だ
か
ら
、
女
だ
か
ら
」
と
い
う
価
値
観
で
物
事
を

決
め
る
時
代
は
過
去
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
男
女
共
同
参
画
推
進
と
言
葉
で
表
す
の
は
易
し

い
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
自
分
に
何
が
で
き
る

の
か
。
ど
ん
な
社
会
が
、
男
女
共
同
参
画
社
会
と

言
え
る
か
。
と
考
え
る
と
難
し
い
。
女
性
が
結
婚

し
て
も
仕
事
が
続
け
ら
れ
る
社
会
。
同
じ
仕
事
内

容
で
あ
れ
ば
、
賃
金
に
差
が
な
い
社
会
。
女
性
の

国
会
議
員
が
半
数
い
る
社
会
。
男
性
が
家
事
を
受

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
一
歩

　

　
　
　第
一
中
学
校
３
年

　
　白
石

　侑
之

中
学
生
の
部

　優
秀
賞

平
成
27
年
度
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
作
文
・
エ
ッ
セ
イ
　
入
選
作
品

本

前売
当日

800円
1，000円

700円
900円

全席自由 大人 ３歳以上高校生以下

　家出を決心したのび太たち５
人は、タイムマシンで、誰もいな
い７万年前の日本に行くことに。
原始時代の日本で、自分たちだけ
のパラダイスを作り、たっぷり遊
んだのび太たちはいったん家に
帰ることにしたが、なぜか現代で
原始人のククルと出会う。どうや
ら時空乱流に巻き込まれて現代
に来てしまったらしい。

　そして、ククルの家族がいるヒカリ族は、精霊王
ギガゾンビとクラヤミ族におそわれたという。クク
ルとともに原始時代に戻った５人は、ヒカリ族を救
うため立ち上がる！
　文化会館のスクリーンで史上最大の家出から始
まる、史上最大の冒険をぜひご覧ください。
日時 ▼８月20日（土）
　　　一部：午前11時～（開場：午前10時45分）
　　　二部：午後２時～（開場：午後１時45分）
上映時間 ▼１０４分
チケット ▼

場所 ▼安中市松井田文化会館　大ホール
※安中市松井田文化会館、安中市文化センター、富

岡市かぶら文化ホール各窓口にて、７月16日（土）
午前９時からチケット発売開始。

※３歳未満無料、ただし３歳未満であってもお席を
必要する場合は有料となります。
問合せ ▼安中市松井田文化会館（☎393-4400）

201６年７月１日号 1４1５

本

松
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夏休みの映画会
ドラえもん　新・のび太の日本誕生

安中市文化センター　　☎３８１－０５８６
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP22をご確認ください

問
合
せ

今月のピックアップ

松井田文化会館　　☎３９３－４４００
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP22をご確認ください

問
合
せ

今月のピックアップ

ホワイエを開放します
　文化センター
では、夏休みの間

（7月16日（土）～
8月31日（水））、
ホワイエを開放
します。
　ホワイエは文
化センター内の
ホール入り口前

の空間です。図書館の閲覧室が混雑して使用できな
いときなどにお気軽にご利用ください。
※貸し出し処理をしていない図書の持ち込みや他
の人に迷惑をかける行為はおやめください。
※ホールで催し物があるときは使用できません。

問合せ▼安中市文化センター（☎381-0586）

介護予防一般公開セミナー
　7月2日（土）　13:30～15:00　入場：無料
　問合せ：　介護高齢課（☎内線1189）
安中小学校「服のチカラ」授業
　7月7日（木）　10:45～11:30　入場：無料
　問合せ：安中小学校（☎381-0215）
安中市童謡・唱歌交流会「童謡・唱歌発表会」
　7月23日（土）　13:00～16:00　入場：無料
　問合せ：安中市童謡・唱歌交流会（☎385-7775）
歌とダンス友の会「第9回 生バンドとカラオケによる発表会」
　7月31日（日）　10:00～18:30　入場：2000円
　問合せ：歌とダンスの友の会（☎344-9081）
安中一中演劇部　夏の公演
　8月5日（金）　14:00～15:00　入場：無料
　問合せ：安中第一中学校　福田（☎381-0459）
平成28年度碓氷教育会夏季講演会
　8月10日（水）　14:00～15:50　入場：関係者
　問合せ：碓氷教育会（☎381-0215）

おもしろ科学教室「「光る誕生日星座を作ろう」
　7月23日（土）　9:30～12:00
　会場：3階大会議室　入場：要申込
市民パソコン教室
　7月2、7、9、14、16、21、23、28、30（木・土）
　8月4、6（木・土）
　13:30～15:30　会場：２階パソコン室　入場：無料

７月1日から８月15日までのスケジュール

学
習
室
な
ど

ホ
ー
ル

７月1日から８月15日までのスケジュール

第38回少年の主張安中市大会
　7月12日（火）　14:00～　入場：無料
　問合せ：　 生涯学習課（☎393-7077）
東儀秀樹　雅楽ワークショップ＆ソロコンサート
　7月24日（日）　15:30～
入場：前売　大人　3,500円　高校生以下　3,000円
　　　当日　大人　4,000円　高校生以下　3,500円
問合せ：松井田文化会館（☎393-4400）

大
ホ
ー
ル

松 井 田 文 化 会 館 安中市文化センター催し物ガイド

６月１３日現在の情報です。
詳細はお問い合わせください。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
請
求
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　と
う
た
う
探
偵
業
者

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

☆
最
近
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
名
乗
る
団
体
か
ら
の
電

話
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た「
被
害
回
復
の
無
料
相
談
」な
ど
か
ら
、

探
偵
業
者
を
紹
介
さ
れ
て
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

☆
探
偵
業
者
に
は
、「
返
金
請
求
」
や
「
解
決
交
渉
」
な
ど
を
行
う
権
限

は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

☆
簡
単
に
被
害
回
復
で
き
る
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
説
明
や
広
告
を
う
の
み

に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

資
料
提
供
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
た
ら
、
早

め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
合
せ
▼
安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
８
２‐

２
２
２
８
）

【
事
例
】

　ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
誤
っ
て
接

続
し
て
し
ま
い
入
会
金
２０
万
円
を

請
求
さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら

い
い
か
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調

べ
て
い
た
ら
、「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ

ト
の
動
画
請
求
を
解
決
す
る
」「
被

害
を
救
済
す
る
」
な
ど
と
い
う
探

偵
業
者
を
見
つ
け
た
の
で
す
が
、

信
用
で
き
ま
す
か
。

　「ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
請
求
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
」
な
ど
と

勧
誘
し
、
手
数
料
な
ど
を
請
求
す
る
探
偵
業
者
に
関
す
る
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

－

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

－

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
第64回

け
持
つ
社
会
。
男
性
が
育
児
を
す
る
社
会
。
男
性
、

女
性
の
区
別
な
く
仕
事
が
で
き
る
社
会
。
男
女
共

同
参
画
社
会
を
言
い
表
そ
う
と
す
る
と
様
々
な
言

い
方
が
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に

国
や
市
町
村
が
様
々
な
政
策
や
法
律
を
作
り
、
実

現
に
向
け
努
力
し
て
い
る
。
し
か
し
、
法
律
や
目

標
を
決
め
る
こ
と
だ
け
が
、
本
当
に
男
女
平
等
の

社
会
を
実
現
す
る
方
法
な
の
か
は
、
疑
問
で
あ
る
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要

な
も
の
は
、「
お
互
い
を
も
っ
と
よ
く
知
る
こ
と
」

で
は
な
い
か
と
私
は
思
う
。
男
だ
か
ら
。
女
だ
か

ら
。
と
い
う
簡
単
な
言
葉
で
人
間
を
ひ
と
く
く
り

に
し
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。
一
人
一
人
が
考
え
て

い
る
こ
と
を
、
実
現
す
る
た
め
に
ど
ん
な
協
力
が

必
要
な
の
か
。
兄
弟
、
家
族
と
い
う
小
さ
な
単
位

か
ら
考
え
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。
性
別
で
は
な
く
、

個
人
の
持
っ
て
い
る
能
力
と
し
て
何
が
向
い
て
い

る
の
か
。
何
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。
ク

ラ
ス
の
隣
に
座
っ
て
い
る
友
人
か
ら
考
え
て
い
く

べ
き
だ
と
思
う
。
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た

め
の
政
策
も
大
切
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
お
互
い

を
認
め
合
っ
て
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
根
本
に
な

け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
。

　
古
い
習
慣
に
と
ら
わ
れ
「
男
だ
か
ら
、
女
だ
か

ら
」
と
性
別
で
く
く
る
の
で
は
な
く
、
一
人
の
人

間
と
し
て
生
き
が
い
あ
る
、
住
み
や
す
い
社
会
が
、

男
女
共
同
参
画
社
会
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

問
合
せ
▼

　  

市
民
生
活
課
市
民
協
働
係
（
☎
内
線
１
１
３
９
）

　
私
の
名
前
は
侑
之
と
書
く
。
15
年
前
に
父
が
付

け
た
名
前
だ
。「
家
族
、
兄
弟
が
、
仲
良
く
一
緒

に
人
生
を
歩
ん
で
い
け
る
よ
う
に
。」
と
い
う
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
字
画
を
考
え
な
が
ら
父

が
最
後
に
た
ど
り
着
い
た
名
前
だ
。
私
自
身
と
て

も
気
に
入
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
名
前
に
は
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

　
母
は
私
が
お
腹
に
い
る
と
き
、
医
者
か
ら
、
あ

え
て
性
別
を
聞
い
て
い
な
か
っ
た
。
母
は
父
に
、

男
名
と
女
名
の
両
方
を
考
え
て
欲
し
い
と
頼
ん
だ

そ
う
だ
。
そ
こ
で
、
父
は
考
え
た
。
男
で
も
、
女

で
も
、名
前
は「
侑
之
」。
男
だ
っ
た
ら「
ゆ
う
じ
」、

女
だ
っ
た
ら
「
ゆ
き
の
」
と
読
む
よ
う
に
母
に
相

談
し
た
。
結
果
、私
の
名
前
は「
ゆ
き
の
」に
決
ま
っ

た
。
生
ま
れ
た
子
が
女
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。

男
で
あ
る
。
母
が
、「
ゆ
き
の
」
と
い
う
音
の
響

き
を
気
に
入
り
、「
ゆ
き
の
」
を
選
ん
だ
。
父
も

母
の
意
見
に
賛
同
し
た
。
名
前
に
限
ら
ず
、「
男

だ
か
ら
、
女
だ
か
ら
」
と
い
う
価
値
観
で
物
事
を

決
め
る
時
代
は
過
去
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
男
女
共
同
参
画
推
進
と
言
葉
で
表
す
の
は
易
し

い
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
自
分
に
何
が
で
き
る

の
か
。
ど
ん
な
社
会
が
、
男
女
共
同
参
画
社
会
と

言
え
る
か
。
と
考
え
る
と
難
し
い
。
女
性
が
結
婚

し
て
も
仕
事
が
続
け
ら
れ
る
社
会
。
同
じ
仕
事
内

容
で
あ
れ
ば
、
賃
金
に
差
が
な
い
社
会
。
女
性
の

国
会
議
員
が
半
数
い
る
社
会
。
男
性
が
家
事
を
受

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
一
歩

　

　
　
　第
一
中
学
校
３
年

　
　白
石

　侑
之

中
学
生
の
部

　優
秀
賞

平
成
27
年
度
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
作
文
・
エ
ッ
セ
イ
　
入
選
作
品

本

前売
当日

800円
1，000円

700円
900円

全席自由 大人 ３歳以上高校生以下

　家出を決心したのび太たち５
人は、タイムマシンで、誰もいな
い７万年前の日本に行くことに。
原始時代の日本で、自分たちだけ
のパラダイスを作り、たっぷり遊
んだのび太たちはいったん家に
帰ることにしたが、なぜか現代で
原始人のククルと出会う。どうや
ら時空乱流に巻き込まれて現代
に来てしまったらしい。

　そして、ククルの家族がいるヒカリ族は、精霊王
ギガゾンビとクラヤミ族におそわれたという。クク
ルとともに原始時代に戻った５人は、ヒカリ族を救
うため立ち上がる！
　文化会館のスクリーンで史上最大の家出から始
まる、史上最大の冒険をぜひご覧ください。
日時 ▼８月20日（土）
　　　一部：午前11時～（開場：午前10時45分）
　　　二部：午後２時～（開場：午後１時45分）
上映時間 ▼１０４分
チケット ▼

場所 ▼安中市松井田文化会館　大ホール
※安中市松井田文化会館、安中市文化センター、富

岡市かぶら文化ホール各窓口にて、７月16日（土）
午前９時からチケット発売開始。

※３歳未満無料、ただし３歳未満であってもお席を
必要する場合は有料となります。
問合せ ▼安中市松井田文化会館（☎393-4400）

201６年７月１日号 1４1５

本

松



平
成
27
年
度

　
　
　人
権
作
品
集「
お
も
い
や
り
」か
ら

相
手
を
知
る
大
切
さ安

中
市
立
松
井
田
南
中
学
校

　
２
年
　
山
下
　
愛
莉

（
５
月
１
日
号
か
ら
の
続
き
）

だ
か
ら
、
私
は
従
姉
妹
の
湿
疹
を
見
て
も
、
気
持
ち
悪
い

と
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。そ
れ
に
、
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
は
人
に
は
う
つ
ら
な
い
の
で
、温
泉
に
一

緒
に
入
る
こ
と
が
で
き
て
、と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

　
知
ら
な
い
と
言
う
こ
と
は
、と
て
も
残
酷
な
こ
と
だ
と

思
う
。見
た
目
や
そ
の
と
き
の
行
動
だ
け
で
判
断
し
て
、

平
気
で
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
か
ら
だ
。も
し
、
二
人
の

女
性
が
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
患
者
の
こ
と
を
知
っ
て

い
た
ら
、湿
疹
や
そ
の
か
ゆ
み
と
戦
う
大
変
さ
を
知
っ
て

い
た
ら
、あ
の
傷
つ
け
る
よ
う
な
言
葉
は
言
え
な
い
と
思

う
か
ら
だ
。

　
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
は
、毎
日
の
よ
う
に
人
権
に
関
わ
る

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
る
。人
種
差
別
、
障
害
者
や
高
齢

者
に
対
す
る
差
別
、
い
じ
め
や
虐
待
。ど
れ
も
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
難
し
い
問
題
だ
。私
は
、
こ
れ
ら
を
解

決
す
る
た
め
に
は
、相
手
を
よ
く
知
っ
て
理
解
し
よ
う
と

す
る
心
が
、
一
番
大
切
だ
と
思
う
。相
手
を
知
ろ
う
と
も

せ
ず
に
、一
瞬
に
し
て
人
の
心
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
の
は

間
違
っ
て
い
る
と
思
う
。人
権
と
い
う
と
難
し
く
考
え
て

し
ま
う
け
れ
ど
、相
手
を
知
る
こ
と
か
ら
ま
ず
始
め
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
終
わ
り
）

問合せ ▼　松　生涯学習課社会教育係（☎内線２２４３）

習習
学学

のの

森森

りり
よよ
だだ

№123

「
安
中
の
文
化
財
」

「
安
中
の
文
化
財
」

自然体験ひろば
参加者募集

自然体験ひろば
参加者募集

申込み ▼郵便はがきに（申込者１人につき１枚）
「①住所 ②氏名 ③性別 ④電話番号 ⑤生年月日 
⑥小学校名・学年 ⑦保護者名」を記入し、
７月１５日（金）までに下記へ郵送してください。
（必着）
〒３７９‐０２９２  安中市松井田町新堀２４５ 　
市教育委員会 生涯学習課「自然体験ひろば」係
※申込者には、抽選の有無にかかわらず通知いたし
ます。
※参加決定者には「参加申込（兼承諾）書」を提出
していただきます。

日程 ▼８月１６日（火）～１７日（水）
場所 ▼おにし青少年野外活動センター（藤岡市保
美濃山）
募集対象・人数 ▼市内在住・在学中の小学３～６年
生（３０人）（定員を超えた場合は抽選。少人数の
場合は、中止することもあります）
集合・解散場所 ▼　 または   （予定）
参加費 ▼１人　５,０００円（一週間前以降のキャン
セルは、参加費を全額お返しできない場合があり
ます）
主な内容 ▼カヌー・川の冒険・アドベンチャー活
動・バンガロー泊など（天候により内容が変更にな
ることがあります）

今年も、「自然体験ひろば」を開催します。
まだ体験していないキミもこの夏休み

チャレンジしてみよう！

問
合
せ
▼ 

松 

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　(

☎
内
線
２
２
４
４
）

鷺
宮
地
区
遺
跡
群
の
発
掘
調
査　

　
　
安
中
市
の
南
部
、
東
横
野
地
区
に
所
在
す
る

「
鷺
宮
」
は
、
咲
前
神
社
の
旧
名
「
先
宮
明
神
」

に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
咲
前
神
社
周

辺
で
は
、
昔
か
ら
土
器
や
石
器
な
ど
の
遺
物
が
採

集
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
規
模
な
古
代
遺
跡
が
存

在
す
る
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
安
中
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
鷺
宮
地
区
遺
跡
群

の
発
掘
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
、
弥
生
時
代
、
古

墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落

跡
、
中
世
に
お
い
て
は
咲
前
神
社
に
関
係
す
る
建

物
跡
や
館
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は

平
成
６
年
度
に
一
部
調
査
さ
れ
、
平
成
２５
年
度
に

約
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
対
象
と
す
る
鷺
宮
物
流
団
地

造
成
に
伴
う
発
掘
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　
縄
文
時
代
で
は
、
三

本
木
Ⅱ
遺
跡
で
、
前
期

前
葉
と
後
葉
を
主
体
と

す
る
集
落
跡
な
ど
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
前
葉

の
集
落
は
、
居
住
地
内

で
２
〜
３
軒
を
単
位
と

し
て
頻
繁
に
移
動
を
繰

り
返
し
て
い
る
様
子
が

わ
か
り
ま
し
た
。
遺
物

で
は
、
「
関
山
式
土
器
」
と
呼
ば
れ
る
幾
何
学
文

様
を
特
徴
と
す
る
土
器
や
さ
ま
ざ
ま
な
石
器
が
多

数
出
土
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
部
・
東
海
地
方
の

土
器
や
長
野
県
の
黒
曜
石
も
持
ち
込
ま
れ
、
他
地

域
と
の
交
流
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
後
葉
の
集
落

で
は
、
住
居
址
か
ら
土
器
の
縁
に
獣
の
顔
が
つ
い

た
縄
文
土
器
が
出
土
し
ま
し
た
。
ま
た
、
幾
筋
に

も
延
び
る
動
物
の
巣
穴
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

珍
し
い
ト
ン
ネ
ル
状
の
穴
も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

古
墳
時
代
で
は
、
平
塚
遺
跡
で
終
末
期
の
古
墳
群

（
平
塚
古
墳
群
）
を
確
認
し
、
横
穴
式
石
室
を
主

体
部
に
も
つ
円
墳
を
３
基
調
査
し
ま
し
た
。
奈

良
・
平
安
時
代
で
は
、
三
本
木
Ⅱ
遺
跡
で
奈
良
時

代
初
頭
の
頃
ま
で
に
造
ら
れ
た
両
側
に
側
溝
を
も

つ
直
線
道
路
が
約
１
８
０
ｍ
に
わ
た
っ
て
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
横
野
台
地
に
お
い
て
人
見
地
区
で
確

認
さ
れ
た
も
の
に
次
い
で
２
例
目
と
な
り
、
そ
の

存
在
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
三
本
木
Ⅲ
遺
跡

で
は
、
大
型
掘
立
柱
建
物
群
を
含
む
８
〜
９
世
紀

の
集
落
が
発
見
さ
れ
、
「
中
」
と
墨
書
さ
れ
た
土

器
（
意
味
は
不
明
）
、
ら
せ
ん
状
文
様
が
つ
い
た

暗
文
土
器
、
石
製
紡
錘
車
、
竿
秤
の
錘
な
ど
が
出

土
し
ま
し
た
。
両
遺
跡
で
確
認
さ
れ
た
遺
構
、
遺

物
は
、
西
に
存
在
す
る
広
大
な
牧
（
当
時
は
馬
を

飼
育
）
と
の
関
係
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
咲

前
神
社
が
鎮
座
す
る
こ
と
を
含
め
て
鷺
宮
地
区
が

古
代
碓
氷
郡
を
支
え
た
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
証

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

縄文時代前期の住居址

201６年7月１日号 16安中市役所　☎３８２-111117

生涯学習だより
安中市教育委員会 No.121

“マナビー”

平成27年度
「文化財愛護ポスター」
優秀作品（敬称略）

柳沢萌々佳（松井田南中２年）
本 松

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

・関山式期の縄文土器（片口注口土器、他地域の土器など）

・諸磯ｂ式期の縄文土器（獣面把手付深鉢、有孔浅鉢など）

・縄文時代の石器（黒曜石製石鏃、石匙、片刃石斧など）

・古墳出土の須恵器、金環

・古代の「中」の墨書のある土師器・須恵器

・古代の竿秤の錘、石製紡錘車

古代の直線道路

問合せ▶安中市学習の森　ふるさと学習館
Tel. 027-382-7622  Fax. 027-382-7623
Mail：furusato@des.city.annaka.gunma.jp　

遺跡報告会
「鷺宮地区遺跡群で発掘調査された遺跡」
　平成25年度に発掘調査された遺跡を中心に
鷺宮地区遺跡群の紹介と展示資料を解説します。
日　時　7月31日（日）
　　　　午後1時30分～3時30分
場　所　学習の森ふるさと学習館
　　　　市民ギャラリー
講　師　井上慎也（安中市教育委員会）
定　員　50人（電話にて申し込み。なお、当日受付可）
参加料　100円（観覧料含む）



平
成
27
年
度

　
　
　人
権
作
品
集「
お
も
い
や
り
」か
ら

相
手
を
知
る
大
切
さ安

中
市
立
松
井
田
南
中
学
校

　
２
年
　
山
下
　
愛
莉

（
５
月
１
日
号
か
ら
の
続
き
）

だ
か
ら
、
私
は
従
姉
妹
の
湿
疹
を
見
て
も
、
気
持
ち
悪
い

と
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。そ
れ
に
、
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
は
人
に
は
う
つ
ら
な
い
の
で
、温
泉
に
一

緒
に
入
る
こ
と
が
で
き
て
、と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

　
知
ら
な
い
と
言
う
こ
と
は
、と
て
も
残
酷
な
こ
と
だ
と

思
う
。見
た
目
や
そ
の
と
き
の
行
動
だ
け
で
判
断
し
て
、

平
気
で
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
か
ら
だ
。も
し
、
二
人
の

女
性
が
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
患
者
の
こ
と
を
知
っ
て

い
た
ら
、湿
疹
や
そ
の
か
ゆ
み
と
戦
う
大
変
さ
を
知
っ
て

い
た
ら
、あ
の
傷
つ
け
る
よ
う
な
言
葉
は
言
え
な
い
と
思

う
か
ら
だ
。

　
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
は
、毎
日
の
よ
う
に
人
権
に
関
わ
る

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
る
。人
種
差
別
、
障
害
者
や
高
齢

者
に
対
す
る
差
別
、
い
じ
め
や
虐
待
。ど
れ
も
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
難
し
い
問
題
だ
。私
は
、
こ
れ
ら
を
解

決
す
る
た
め
に
は
、相
手
を
よ
く
知
っ
て
理
解
し
よ
う
と

す
る
心
が
、
一
番
大
切
だ
と
思
う
。相
手
を
知
ろ
う
と
も

せ
ず
に
、一
瞬
に
し
て
人
の
心
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
の
は

間
違
っ
て
い
る
と
思
う
。人
権
と
い
う
と
難
し
く
考
え
て

し
ま
う
け
れ
ど
、相
手
を
知
る
こ
と
か
ら
ま
ず
始
め
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
終
わ
り
）

問合せ ▼　松　生涯学習課社会教育係（☎内線２２４３）

習習
学学

のの

森森

りり
よよ
だだ

№123

「
安
中
の
文
化
財
」

「
安
中
の
文
化
財
」

自然体験ひろば
参加者募集

自然体験ひろば
参加者募集

申込み ▼郵便はがきに（申込者１人につき１枚）
「①住所 ②氏名 ③性別 ④電話番号 ⑤生年月日 
⑥小学校名・学年 ⑦保護者名」を記入し、
７月１５日（金）までに下記へ郵送してください。
（必着）
〒３７９‐０２９２  安中市松井田町新堀２４５ 　
市教育委員会 生涯学習課「自然体験ひろば」係
※申込者には、抽選の有無にかかわらず通知いたし
ます。
※参加決定者には「参加申込（兼承諾）書」を提出
していただきます。

日程 ▼８月１６日（火）～１７日（水）
場所 ▼おにし青少年野外活動センター（藤岡市保
美濃山）
募集対象・人数 ▼市内在住・在学中の小学３～６年
生（３０人）（定員を超えた場合は抽選。少人数の
場合は、中止することもあります）
集合・解散場所 ▼　 または   （予定）
参加費 ▼１人　５,０００円（一週間前以降のキャン
セルは、参加費を全額お返しできない場合があり
ます）
主な内容 ▼カヌー・川の冒険・アドベンチャー活
動・バンガロー泊など（天候により内容が変更にな
ることがあります）

今年も、「自然体験ひろば」を開催します。
まだ体験していないキミもこの夏休み

チャレンジしてみよう！

問
合
せ
▼ 

松 

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　(

☎
内
線
２
２
４
４
）

鷺
宮
地
区
遺
跡
群
の
発
掘
調
査　

　
　
安
中
市
の
南
部
、
東
横
野
地
区
に
所
在
す
る

「
鷺
宮
」
は
、
咲
前
神
社
の
旧
名
「
先
宮
明
神
」

に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
咲
前
神
社
周

辺
で
は
、
昔
か
ら
土
器
や
石
器
な
ど
の
遺
物
が
採

集
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
規
模
な
古
代
遺
跡
が
存

在
す
る
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
安
中
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
鷺
宮
地
区
遺
跡
群

の
発
掘
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
、
弥
生
時
代
、
古

墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落

跡
、
中
世
に
お
い
て
は
咲
前
神
社
に
関
係
す
る
建

物
跡
や
館
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は

平
成
６
年
度
に
一
部
調
査
さ
れ
、
平
成
２５
年
度
に

約
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
対
象
と
す
る
鷺
宮
物
流
団
地

造
成
に
伴
う
発
掘
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　
縄
文
時
代
で
は
、
三

本
木
Ⅱ
遺
跡
で
、
前
期

前
葉
と
後
葉
を
主
体
と

す
る
集
落
跡
な
ど
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
前
葉

の
集
落
は
、
居
住
地
内

で
２
〜
３
軒
を
単
位
と

し
て
頻
繁
に
移
動
を
繰

り
返
し
て
い
る
様
子
が

わ
か
り
ま
し
た
。
遺
物

で
は
、
「
関
山
式
土
器
」
と
呼
ば
れ
る
幾
何
学
文

様
を
特
徴
と
す
る
土
器
や
さ
ま
ざ
ま
な
石
器
が
多

数
出
土
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
部
・
東
海
地
方
の

土
器
や
長
野
県
の
黒
曜
石
も
持
ち
込
ま
れ
、
他
地

域
と
の
交
流
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
後
葉
の
集
落

で
は
、
住
居
址
か
ら
土
器
の
縁
に
獣
の
顔
が
つ
い

た
縄
文
土
器
が
出
土
し
ま
し
た
。
ま
た
、
幾
筋
に

も
延
び
る
動
物
の
巣
穴
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

珍
し
い
ト
ン
ネ
ル
状
の
穴
も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

古
墳
時
代
で
は
、
平
塚
遺
跡
で
終
末
期
の
古
墳
群

（
平
塚
古
墳
群
）
を
確
認
し
、
横
穴
式
石
室
を
主

体
部
に
も
つ
円
墳
を
３
基
調
査
し
ま
し
た
。
奈

良
・
平
安
時
代
で
は
、
三
本
木
Ⅱ
遺
跡
で
奈
良
時

代
初
頭
の
頃
ま
で
に
造
ら
れ
た
両
側
に
側
溝
を
も

つ
直
線
道
路
が
約
１
８
０
ｍ
に
わ
た
っ
て
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
横
野
台
地
に
お
い
て
人
見
地
区
で
確

認
さ
れ
た
も
の
に
次
い
で
２
例
目
と
な
り
、
そ
の

存
在
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
三
本
木
Ⅲ
遺
跡

で
は
、
大
型
掘
立
柱
建
物
群
を
含
む
８
〜
９
世
紀

の
集
落
が
発
見
さ
れ
、
「
中
」
と
墨
書
さ
れ
た
土

器
（
意
味
は
不
明
）
、
ら
せ
ん
状
文
様
が
つ
い
た

暗
文
土
器
、
石
製
紡
錘
車
、
竿
秤
の
錘
な
ど
が
出

土
し
ま
し
た
。
両
遺
跡
で
確
認
さ
れ
た
遺
構
、
遺

物
は
、
西
に
存
在
す
る
広
大
な
牧
（
当
時
は
馬
を

飼
育
）
と
の
関
係
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
咲

前
神
社
が
鎮
座
す
る
こ
と
を
含
め
て
鷺
宮
地
区
が

古
代
碓
氷
郡
を
支
え
た
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
証

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
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・関山式期の縄文土器（片口注口土器、他地域の土器など）

・諸磯ｂ式期の縄文土器（獣面把手付深鉢、有孔浅鉢など）

・縄文時代の石器（黒曜石製石鏃、石匙、片刃石斧など）

・古墳出土の須恵器、金環

・古代の「中」の墨書のある土師器・須恵器

・古代の竿秤の錘、石製紡錘車

古代の直線道路

問合せ▶安中市学習の森　ふるさと学習館
Tel. 027-382-7622  Fax. 027-382-7623
Mail：furusato@des.city.annaka.gunma.jp　

遺跡報告会
「鷺宮地区遺跡群で発掘調査された遺跡」
　平成25年度に発掘調査された遺跡を中心に
鷺宮地区遺跡群の紹介と展示資料を解説します。
日　時　7月31日（日）
　　　　午後1時30分～3時30分
場　所　学習の森ふるさと学習館
　　　　市民ギャラリー
講　師　井上慎也（安中市教育委員会）
定　員　50人（電話にて申し込み。なお、当日受付可）
参加料　100円（観覧料含む）



ろ
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と

ご

き

で
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き

で

　５月１１日（水）に、市民生委員児童委員協議
会から、茂木市長が一日民生委員・児童委員を委
嘱されました。市内の高齢者が活動するサロンや、
保育園などを訪問し、日頃の活動を見学したり、
地域の皆さんと交流したりするなど、民生委員・
児童委員としての活動を体験しました。

　５月２９日（日）に、市消防団、市女性防火
クラブ、安中消防署などから約５００人が参加
して市水防訓練が行われました。有事に備え杭
ごしらえや積み土のう、チェーンソーを使った
倒木切断訓練などが行われました。

　中山三喜男さん（写真なし　松井田町新堀）が１００歳の誕生日をむかえられ、
お祝い品が贈られました。これからもお元気にお過ごしください。

茂木市長が一日民生委員・児童委員に

水防訓練で積み土のう訓練

100歳おめでとうございます

　市では、６月１日から　市民課、　住民福祉課の窓口で婚姻
届を提出したカップルを対象に、記念パネルへ婚姻届を貼り付
け、記念撮影ができるサービスを開始しました。
　希望者は、婚姻届を記念パネルに貼り、お持ちのカメラや携
帯電話などで自由に撮影ができます。また、お二人での撮影を
希望する場合は、職員がお手伝いいたします。
　結婚という新しいスタートを祝う記念の一枚となれば幸いで
す。
平日の業務時間内（午前８時 30分～午後５時 15分）と　市民
課の延長窓口および休日窓口での対応となります。

婚姻届提出記念パネルを設置

パネル使用第一号の
茂木恵太さんと文花さんと祝福する

茂木市長

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
27
年
度
後
期
技
能
検
定
合
格
者
発
表

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
27
年
度
後
期
技
能
検
定
合
格
者
発
表

　
技
能
検
定
は
働
く
人
た
ち
の
技
能
の
程
度
を
一
定
の
基
準
で
検
定
し
、
特

級
・
１
級
・
単
一
等
級
・
２
級
・
３
級
に
格
付
け
し
て
公
証
す
る
国
家
検
定

制
度
で
す
。

　
今
回
の
検
定
で
見
事
合
格
し
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

油圧装置調整

冷凍空気調和機器施工

プラスチック成形

電子回路接続
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機械検査
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機械検査
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機械検査
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冷凍空気調和機器施工作業

射出成形作業

電子回路接続作業

機械板金作業

機械検査作業

機械検査作業

機械検査作業

機械検査作業

機械検査作業

機械検査作業

機械検査作業

機械検査作業

機械検査作業

機械検査作業

機械検査作業

1級

1級

1級

2級

2級

2級

3級

3級

3級

3級

3級

3級

3級

3級

3級

上原　孝寛

高橋　大貴

宮田　延之

中島　正尚

小畑　竜久

内田　大成

山崎　祐亮

茂木　泰介

飯沼　勇也

小山　秀樹

小野　北斗

藤巻　力也

阿部　龍星

中村　拓海

横坂　文哉

加藤　康勢

原市

松井田町二軒在家

鷺宮

下磯部

古屋

松井田町下増田

松井田町人見

東上秋間

高別当

原市

安中

嶺

安中

板鼻

鷺宮

嶺

職種名　 　 　 　  　 作業名　　　　級別 　 氏名 　　　　　住所

単一
等級

2016年７月１日号 18安中市役所　☎ ＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス３８２-111119

問合せ ▼ 地域創造課商工労働係（☎内線２６２１）松

問合せ ▼ 市民課窓口係（☎内線１１０４）本

本

本

松

ぐんま
ちゃん

と

こうめ
ちゃん

が祝福ぐんま
ちゃん

と

こうめ
ちゃん

が祝福

婚姻届を提出した

カップルをお祝いします

　５月１５日（日）に、　で委嘱式が行われました。
市内外の観光宣伝イベントや交通安全啓発イベン
トなどに参加して市をＰＲするために活躍してい
ただきます。
左から（敬称略）
長澤優菜（安中市）・梅田美恵（高崎市）
中島みなみ（安中市）・吉澤菜津美（高崎市）
山副沙和（高崎市）

キャンペーンレディーが決定しました
本

　５月２９日（日）に、市民陸上記録会が開催さ
れました。短距離走にはじまり、走り幅跳びや砲
丸投げ、長距離走などの各種陸上競技が行われ、
記録の向上を目指しました。

記録の向上を目指して



ろ

い

ろ

い

と

ご

き

で

ろ

い

ろ

い

と

ご

き

で

　５月１１日（水）に、市民生委員児童委員協議
会から、茂木市長が一日民生委員・児童委員を委
嘱されました。市内の高齢者が活動するサロンや、
保育園などを訪問し、日頃の活動を見学したり、
地域の皆さんと交流したりするなど、民生委員・
児童委員としての活動を体験しました。

　５月２９日（日）に、市消防団、市女性防火
クラブ、安中消防署などから約５００人が参加
して市水防訓練が行われました。有事に備え杭
ごしらえや積み土のう、チェーンソーを使った
倒木切断訓練などが行われました。

　中山三喜男さん（写真なし　松井田町新堀）が１００歳の誕生日をむかえられ、
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茂木市長
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市民インフォメーション

ホームページアドレス：
http://www.city.annaka.gunma.jp
メールアドレス：
kouhou@city.annaka.gunma.jp

〒379-0192　安中市安中一丁目23-13
☎382－1111　FAX381－0503

安中市役所

information市民
インフォメーション

　本市は古くから主要街道が通っており、中山道の宿場町
が4カ所もあり、江戸期の古文書が多く残っております。
古文書を読み解いて歴史や当時の生活にふれてみません
か？新しい発見があるかも。
日程▼7月27日（水）・8月10日（水）、24日（水）・
　　　9月7日（水）、28日（水）の5回
時間▼午前9時30分～11時30分
講師▼淡路博和 氏（指導員　安中古文書同好会）
場所▼安中公民館　参加費▼無料　定員▼15人
持ち物▼筆記用具　申込み▼7月11日（月）から
申込み・問合せ▼安中公民館（☎382-7641）

安中公民館主催教室　古文書初心者講座安中市の未来を一緒につくりませんか　市の職員を募集します

〜
転
換
設
置
の
場
合
、
群
馬
県
の
浄
化
槽
エ
コ

補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
〜

　
「
単
独
処
理
浄
化
槽
」
や
「
く
み
取
り
便

槽
」
か
ら
「
合
併
処
理
浄
化
槽
」
へ
転
換
（
切

り
替
え
）
す
る
場
合
、
市
の
補
助
と
、
さ
ら
に

10
万
円
の
県
の
エ
コ
補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
基
数
限
定
で
あ
り
、
検
討
さ
れ
て
い
る
人

は
、
お
早
め
の
申
請
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
た
だ
し
、
公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域
・
認

可
区
域
、
秋
間
み
の
り
が
丘
地
区
を
除
き
ま

す
。

受
付
期
間
▼
平
成
29
年
1
月
31
日
（
火
）
ま
で

※
県
の
エ
コ
補
助
金
は
県
内
先
着
1
，
0
0
0

基
限
定
で
す
。

※
工
事
着
工
後
の
申
請
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ

ん
。

補
助
金
額
▼
左
表
の
と
お
り

申
請
書
類
▼
　
環
境
政
策
課
ま
た
は
　
総
務
管

理
課
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き

ま
す
。

問
合
せ
▼
　
環
境
政
策
課
環
境
推
進
係（
☎
内
線

1
8
8
３
） 

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

補
助
金
に
つ
い
て

　
県
営
住
宅
の
定
期
募
集
は
4
月
、
7
月
、
10

月
、
1
月
の
年
4
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
7
月
募
集
の
お
知
ら
せ
で
す
。

入
居
資
格
▼
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
お
り
、
親

族
と
入
居
す
る
予
定
の
人
、
ま
た
は
単
身
の
高

齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
な
ど
。

※
収
入
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
ま
た
は
県
住
宅
供
給
公

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.gunm
a-jkk.

or.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
▼
7
月
1
日
（
金
）
〜
18
日
（
月
・
祝
）

入
居
可
能
日
▼
10
月
1
日
（
土
）

申
込
方
法
▼
所
定
の
申
込
用
紙
を
郵
送

申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所
▼
県
住
宅
供

給
公
社
（
前
橋
市
紅
雲
町
）
、
県
庁
県
民
生
活

セ
ン
タ
ー
、
県
土
木
事
務
所
、
市
役
所
・
町
村

役
場
（
土
、
日
曜
日
は
県
住
宅
供
給
公
社
の
み

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
な
お
祝
日
は
営
業
し
て

い
ま
せ
ん
。
）

そ
の
他
▼
入
居
者
は
、公
開
抽
選
で
選
定
し
ま
す
。

※
一
部
の
住
宅
（
市
内
は
原
市
第
一
団
地
の
4

階
、
原
市
第
二
団
地
、
二
軒
在
家
団
地
）
に
つ

い
て
は
、
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
空
き
状
況
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
県
住
宅
供
給
公
社
（
☎
0
2
7
‐
2
2

3
‐
5
8
1
1
）

県
営
住
宅
入
居
の
ご
案
内

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
高
温
・
多
湿
と
な
る

た
め
食
中
毒
の
発
生
が
増
加
し
ま
す
。
ま
た
、

夏
休
み
な
ど
は
、
外
で
の
調
理
・
飲
食
も
増
え

ま
す
。
食
中
毒
予
防
の
3
つ
の
原
則
を
守
り
、

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
細
菌
を
食
べ
物
に
「
つ
け
な
い
」

・
調
理
前
や
、
肉
・
魚
・
卵
を
扱
っ
た
後
は
、

手
を
丁
寧
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

・
肉
や
魚
な
ど
を
切
っ
た
包
丁
や
ま
な
板
は
、

洗
剤
で
よ
く
洗
い
、
熱
湯
な
ど
で
消
毒
を
し
ま

し
ょ
う
。

②
食
べ
物
に
付
着
し
た
細
菌
を
「
増
や
さ
な

い
」

・
調
理
前
の
食
品
や
調
理
済
み
の
食
品
は
、
室

温
に
長
く
放
置
し
な
い
。

・
冷
蔵
庫
を
活
用
し
低
温
で
保
存
し
ま
し
ょ

う
。

③
食
べ
物
や
調
理
器
具
に
付
着
し
た
細
菌
を

「
や
っ
つ
け
る
」

・
食
品
の
中
心
ま
で
火
が
通
る
よ
う
に
、
十
分

に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

　
食
中
毒
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
▼
安
中
保
健
福
祉
事
務
所
（
☎
3
8
1
‐

0
3
4
5
）

食
中
毒
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

2016年7月１日号 20安中市役所　☎３８２-111121

　市では、平成28年度の職員採用試験を次のとおり行います。
　採用年月日は平成29年4月1日です。所定の申込用紙を7月1日（金）から　の総合案内、秘書課および　総務
管理課で配布しますので、必要事項を記入し、試験案内に記載してある必要書類を添えて　秘書課職員係へお申
し込みください。詳しい条件などについては試験
案内をご覧ください。
　また、郵送を希望する人は、お問い合わせいた
だくかホームページをご覧ください。
配布開始▼7月1日（金）から
受付期間▼7月11日（月）～29日（金）
募集職種・受験資格▼下表のとおり
※次のいずれかに該当する人は受験できません。
○日本国籍を有しない者
○地方公務員法第16条に該当する者

問合せ ▼ 秘書課職員係（☎内線1034）本

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

ク

松

ク
人槽
区分

5人槽

6～7人槽

8～10人槽

　　　　　　補　助　金　額

転換設置＋
県エコ補助金

新規
設置

30万円＋10万円

36万円＋10万円

45万円＋10万円

15万円

18万円

24万円

第４０回

松井田七夕まつり

  を開催します

　毎年子どもたちでに
ぎわう松井田七夕まつ
りが今年も開催されま
す。
　ちびっこ広場やみん
なの七夕コーナーの設
置、模擬店も出店し、
皆さんをお待ちしてお
ります。ご家族お揃い
でお出かけください。
日時▼
７月３０日（土）、３１
日（日）午後５時より
場所▼
北横町・南町通り歩行
者天国内（松井田町松
井田）
問合せ▼
安中市松井田商工会青
年部（☎393-1411）

職
種

事
務
職
・
技
術
職

保
健
師

事
務
職

区分

初級

中級

中級

初級

中級

受　験　資　格 1次試験
9月18日（日）

教養試験
事務適性検査

作　文

教養試験
一般性格診断検査

作　文

専門試験
一般性格診断検査

作　文

教養試験
事務適性検査

作　文

教養試験
一般性格診断検査

作　文

2次試験
10月下旬

ディス
カッション

3次試験
11月中旬

面　接

健康診断

採用予定
人員

15人
程度

1人
程度

1人
程度

一
般
試
験

障
害
者
採
用

平成6年4月2日から平成11年4月1日までに生まれた人で、高
等学校卒業（平成29年3月卒業見込みを含む）の人
（平成29年4月1日時点で18歳～22歳）

職
種区分

社
会
福
祉
士

中級

受　験　資　格 1次試験

申込書に
基づく

書類選考

2次試験
9月18日（日）

一般性格
診断検査

作文

3次試験
11月中旬

面　接

健康診断

採用予定
人員

1人
程度

社
会
人
経
験
者
採
用

昭和56年4月2以降に生まれた人で、社会福祉士の資格を
有し、民間の社会福祉施設などで実務経験があり、培われた
知識や経験を市政に生かそうという意欲がある人

（平成29年4月1日時点で36歳未満）

昭和63年4月2日以降に生まれた人で、保健師の資格を有
する人または平成29年3月31日までに取得見込みの人

（平成29年4月1日時点で29歳未満）

昭和52年4月2日から平成
11年4月1日までに生まれ
た人で、高等学校卒業（平
成29年3月卒業見込みを
含む）の人（平成29年4月1
日時点で18歳～39歳）

昭和52年4月2日から平成
9年4月1日までに生まれた
人で、短期大学卒業以上

（平成29年3月卒業見込み
を含む）または同等の資格
があると認められる人（平
成29年4月1日時点で20
歳～39歳）

次の全てに該当する人
①身体障害者福祉法に基づく
身体障害者手帳の交付を受け
ている人

②自力通勤ができ、介助なしに
職務の遂行が可能な人

（正規勤務時間の週38時間45
分の勤務および時間外の勤務
が可能な人）

③活字印刷（文字の大きさにつ
いては、試験案内と同程度）に
よる筆記試験に対応できる人

昭和63年4月2日から平成9年4月1日までに生まれた人で、
短期大学卒業以上（平成29年3月卒業見込みを含む）また
は同等の資格があると認められる人

（平成29年4月1日時点で20歳～28歳）

松本

本



市民インフォメーション

ホームページアドレス：
http://www.city.annaka.gunma.jp
メールアドレス：
kouhou@city.annaka.gunma.jp

〒379-0192　安中市安中一丁目23-13
☎382－1111　FAX381－0503

安中市役所

information市民
インフォメーション

　本市は古くから主要街道が通っており、中山道の宿場町
が4カ所もあり、江戸期の古文書が多く残っております。
古文書を読み解いて歴史や当時の生活にふれてみません
か？新しい発見があるかも。
日程▼7月27日（水）・8月10日（水）、24日（水）・
　　　9月7日（水）、28日（水）の5回
時間▼午前9時30分～11時30分
講師▼淡路博和 氏（指導員　安中古文書同好会）
場所▼安中公民館　参加費▼無料　定員▼15人
持ち物▼筆記用具　申込み▼7月11日（月）から
申込み・問合せ▼安中公民館（☎382-7641）

安中公民館主催教室　古文書初心者講座安中市の未来を一緒につくりませんか　市の職員を募集します

〜
転
換
設
置
の
場
合
、
群
馬
県
の
浄
化
槽
エ
コ

補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
〜

　
「
単
独
処
理
浄
化
槽
」
や
「
く
み
取
り
便

槽
」
か
ら
「
合
併
処
理
浄
化
槽
」
へ
転
換
（
切

り
替
え
）
す
る
場
合
、
市
の
補
助
と
、
さ
ら
に

10
万
円
の
県
の
エ
コ
補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
基
数
限
定
で
あ
り
、
検
討
さ
れ
て
い
る
人

は
、
お
早
め
の
申
請
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
た
だ
し
、
公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域
・
認

可
区
域
、
秋
間
み
の
り
が
丘
地
区
を
除
き
ま

す
。

受
付
期
間
▼
平
成
29
年
1
月
31
日
（
火
）
ま
で

※
県
の
エ
コ
補
助
金
は
県
内
先
着
1
，
0
0
0

基
限
定
で
す
。

※
工
事
着
工
後
の
申
請
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ

ん
。

補
助
金
額
▼
左
表
の
と
お
り

申
請
書
類
▼
　
環
境
政
策
課
ま
た
は
　
総
務
管

理
課
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き

ま
す
。

問
合
せ
▼
　
環
境
政
策
課
環
境
推
進
係（
☎
内
線

1
8
8
３
） 

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

補
助
金
に
つ
い
て

　
県
営
住
宅
の
定
期
募
集
は
4
月
、
7
月
、
10

月
、
1
月
の
年
4
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
7
月
募
集
の
お
知
ら
せ
で
す
。

入
居
資
格
▼
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
お
り
、
親

族
と
入
居
す
る
予
定
の
人
、
ま
た
は
単
身
の
高

齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
な
ど
。

※
収
入
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
ま
た
は
県
住
宅
供
給
公

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.gunm
a-jkk.

or.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
▼
7
月
1
日
（
金
）
〜
18
日
（
月
・
祝
）

入
居
可
能
日
▼
10
月
1
日
（
土
）

申
込
方
法
▼
所
定
の
申
込
用
紙
を
郵
送

申
込
用
紙
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募
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案
内
配
布
場
所
▼
県
住
宅
供

給
公
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（
前
橋
市
紅
雲
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）
、
県
庁
県
民
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セ
ン
タ
ー
、
県
土
木
事
務
所
、
市
役
所
・
町
村

役
場
（
土
、
日
曜
日
は
県
住
宅
供
給
公
社
の
み

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
な
お
祝
日
は
営
業
し
て

い
ま
せ
ん
。
）

そ
の
他
▼
入
居
者
は
、公
開
抽
選
で
選
定
し
ま
す
。

※
一
部
の
住
宅
（
市
内
は
原
市
第
一
団
地
の
4

階
、
原
市
第
二
団
地
、
二
軒
在
家
団
地
）
に
つ

い
て
は
、
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
空
き
状
況
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
県
住
宅
供
給
公
社
（
☎
0
2
7
‐
2
2

3
‐
5
8
1
1
）

県
営
住
宅
入
居
の
ご
案
内

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
高
温
・
多
湿
と
な
る

た
め
食
中
毒
の
発
生
が
増
加
し
ま
す
。
ま
た
、

夏
休
み
な
ど
は
、
外
で
の
調
理
・
飲
食
も
増
え

ま
す
。
食
中
毒
予
防
の
3
つ
の
原
則
を
守
り
、

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
細
菌
を
食
べ
物
に
「
つ
け
な
い
」

・
調
理
前
や
、
肉
・
魚
・
卵
を
扱
っ
た
後
は
、

手
を
丁
寧
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

・
肉
や
魚
な
ど
を
切
っ
た
包
丁
や
ま
な
板
は
、

洗
剤
で
よ
く
洗
い
、
熱
湯
な
ど
で
消
毒
を
し
ま

し
ょ
う
。

②
食
べ
物
に
付
着
し
た
細
菌
を
「
増
や
さ
な

い
」

・
調
理
前
の
食
品
や
調
理
済
み
の
食
品
は
、
室

温
に
長
く
放
置
し
な
い
。

・
冷
蔵
庫
を
活
用
し
低
温
で
保
存
し
ま
し
ょ

う
。

③
食
べ
物
や
調
理
器
具
に
付
着
し
た
細
菌
を

「
や
っ
つ
け
る
」

・
食
品
の
中
心
ま
で
火
が
通
る
よ
う
に
、
十
分

に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

　
食
中
毒
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
▼
安
中
保
健
福
祉
事
務
所
（
☎
3
8
1
‐

0
3
4
5
）

食
中
毒
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
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　市では、平成28年度の職員採用試験を次のとおり行います。
　採用年月日は平成29年4月1日です。所定の申込用紙を7月1日（金）から　の総合案内、秘書課および　総務
管理課で配布しますので、必要事項を記入し、試験案内に記載してある必要書類を添えて　秘書課職員係へお申
し込みください。詳しい条件などについては試験
案内をご覧ください。
　また、郵送を希望する人は、お問い合わせいた
だくかホームページをご覧ください。
配布開始▼7月1日（金）から
受付期間▼7月11日（月）～29日（金）
募集職種・受験資格▼下表のとおり
※次のいずれかに該当する人は受験できません。
○日本国籍を有しない者
○地方公務員法第16条に該当する者

問合せ ▼ 秘書課職員係（☎内線1034）本

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

ク

松

ク
人槽
区分

5人槽

6～7人槽

8～10人槽

　　　　　　補　助　金　額

転換設置＋
県エコ補助金

新規
設置

30万円＋10万円

36万円＋10万円

45万円＋10万円

15万円

18万円

24万円

第４０回

松井田七夕まつり

  を開催します

　毎年子どもたちでに
ぎわう松井田七夕まつ
りが今年も開催されま
す。
　ちびっこ広場やみん
なの七夕コーナーの設
置、模擬店も出店し、
皆さんをお待ちしてお
ります。ご家族お揃い
でお出かけください。
日時▼
７月３０日（土）、３１
日（日）午後５時より
場所▼
北横町・南町通り歩行
者天国内（松井田町松
井田）
問合せ▼
安中市松井田商工会青
年部（☎393-1411）

職
種

事
務
職
・
技
術
職

保
健
師

事
務
職

区分

初級

中級

中級

初級

中級

受　験　資　格 1次試験
9月18日（日）

教養試験
事務適性検査

作　文

教養試験
一般性格診断検査

作　文

専門試験
一般性格診断検査

作　文

教養試験
事務適性検査

作　文

教養試験
一般性格診断検査

作　文

2次試験
10月下旬

ディス
カッション

3次試験
11月中旬

面　接

健康診断

採用予定
人員

15人
程度

1人
程度

1人
程度

一
般
試
験

障
害
者
採
用

平成6年4月2日から平成11年4月1日までに生まれた人で、高
等学校卒業（平成29年3月卒業見込みを含む）の人
（平成29年4月1日時点で18歳～22歳）

職
種区分

社
会
福
祉
士

中級

受　験　資　格 1次試験

申込書に
基づく

書類選考

2次試験
9月18日（日）

一般性格
診断検査

作文

3次試験
11月中旬

面　接

健康診断

採用予定
人員

1人
程度

社
会
人
経
験
者
採
用

昭和56年4月2以降に生まれた人で、社会福祉士の資格を
有し、民間の社会福祉施設などで実務経験があり、培われた
知識や経験を市政に生かそうという意欲がある人

（平成29年4月1日時点で36歳未満）

昭和63年4月2日以降に生まれた人で、保健師の資格を有
する人または平成29年3月31日までに取得見込みの人

（平成29年4月1日時点で29歳未満）

昭和52年4月2日から平成
11年4月1日までに生まれ
た人で、高等学校卒業（平
成29年3月卒業見込みを
含む）の人（平成29年4月1
日時点で18歳～39歳）

昭和52年4月2日から平成
9年4月1日までに生まれた
人で、短期大学卒業以上

（平成29年3月卒業見込み
を含む）または同等の資格
があると認められる人（平
成29年4月1日時点で20
歳～39歳）

次の全てに該当する人
①身体障害者福祉法に基づく
身体障害者手帳の交付を受け
ている人

②自力通勤ができ、介助なしに
職務の遂行が可能な人

（正規勤務時間の週38時間45
分の勤務および時間外の勤務
が可能な人）

③活字印刷（文字の大きさにつ
いては、試験案内と同程度）に
よる筆記試験に対応できる人

昭和63年4月2日から平成9年4月1日までに生まれた人で、
短期大学卒業以上（平成29年3月卒業見込みを含む）また
は同等の資格があると認められる人

（平成29年4月1日時点で20歳～28歳）

松本

本



市民インフォメーション

相  談  案  内 7月１日→8月１５日

本庁市民課　休日窓口開設日
７月３日・17 日　８月７日
午前８時 30 分～正午
業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の発行

健康通信
　７月は大腸がん集団検診の容器配布が予定されています。また、個別検診は６月から各種検
診が始まりました。
　今年度も、検診対象者全員にオレンジ色の封筒で「受診シール」を送付しています。希望の検
診について、『検診のしおり』をご覧になり、集団検診または個別検診のどちらかを選んで受診し
てください。大腸がん検診容器配布時と各種検診受診時は「受診シール」が必ず必要となります
ので、忘れずにお持ちください。詳細は、　　健康づくり課（☎内線1172）までご連絡ください。

給水管修理当番業者 　上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。修理代は実費
です。 【安中市管工事協同組合　☎３８５－４４０１】

今川設備
㈲入沢電気商会
碓氷設備
㈲内堀設備工事
㈲金子屋商店
㈲黒須設備工業
群栄工業㈱
児玉工業㈲
㈲佐藤商店
佐藤燃料㈱
㈲渋谷設備
㈲ジーワイ燃設
㈲須藤工業

業　者　名 ＴＥＬ ＴＥＬ業　者　名
382-9433
382-1609
381-2730
393-0157
393-0332
381-1148
393-1012
393-3118
395-2323
381-1111
381-1262
382-2891
388-1178

㈲武美工業
㈲田中工作所
㈱半田組
㈲福美商事
㈲松本住設
㈱茂木設備
㈲山田タイル工業
㈱ヤマハチ・クボニワ
㈱ユタカ
オオカワラ住器
反町備工
第一設備工業㈲
㈱フェニックス

382-5061
385-4126
385-8374
381-0293
385-6278
381-6616
381-0075
381-0435
385-7647
382-1987
384-2058
385-8769
382-5262

Ｎ
Ｏ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｖ
Ｗ
Ｘ
Ｙ
Ｚ

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ

Ｅ・Ｎ・Ｚ
Ｈ・Ｕ・Ｑ
Ｂ・Ｉ・Ｏ
Ｆ・Ｊ・Ｐ
Ａ・Ｌ・Ｓ
Ｍ・Ｔ・Ｖ
Ｃ・Ｘ・Ｙ
Ｇ・Ｋ・Ｗ
Ｄ・Ｒ・Ｚ
Ｅ・Ｎ・Ｕ
Ｂ・Ｈ・Ｑ
Ｉ・Ｊ・Ｏ
Ａ・Ｆ・Ｐ
Ｌ・Ｍ・Ｓ
Ｃ・Ｔ・Ｖ

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

Ｗ・Ｘ・Ｙ
Ｇ・Ｋ・Ｚ
Ｄ・Ｒ・Ｕ
Ｂ・Ｅ・Ｎ
Ｈ・Ｊ・Ｑ
Ａ・Ｉ・Ｏ
Ｆ・Ｍ・Ｐ
Ｃ・Ｌ・Ｓ
Ｔ・Ｖ・Ｗ
Ｘ・Ｙ・Ｚ
Ｇ・Ｋ・Ｕ
Ｂ・Ｄ・Ｒ
Ｅ・Ｎ・Ｊ
Ａ・Ｈ・Ｑ
Ｉ・Ｍ・Ｏ
Ｃ・Ｆ・Ｐ

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日
31日

Ｌ・Ｓ・Ｗ
Ｔ・Ｖ・Ｚ
Ｕ・Ｘ・Ｙ
Ｂ・Ｇ・Ｋ
Ｄ・Ｊ・Ｒ
Ａ・Ｅ・Ｎ
Ｈ・Ｍ・Ｑ
Ｃ・Ｉ・Ｏ
Ｆ・Ｐ・Ｗ
Ｌ・Ｓ・Ｚ
Ｔ・Ｕ・Ｖ
Ｂ・Ｘ・Ｙ
Ｇ・Ｊ・Ｋ
Ａ・Ｄ・Ｒ
Ｅ・Ｍ・Ｎ

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

８　　月７　　月

（7月１日～8月１５日）

行政相談
　　　7/7・21　8/4　9時～11時30分
　　　7/4　8/1　13時30分～16時
無料法律相談
　　　7/1・15　8/5　13時～16時
　※要電話予約　　市民生活課（☎内線1207）
人権相談
　　　7/21　13時30分～15時30分
　　　7/15　13時30分～15時30分
家庭児童相談
　電話相談・面接相談（　子ども課）
　月～金曜日（祝日を除く）　９時～16時
　※要電話予約　　子ども課（☎382-8005）
健康相談（生活習慣病・育児・栄養相談など）
　　　月～金曜日（祝日を除く）　８時30分～17時15分
　※要電話予約　　健康づくり課（☎内線1174）
妊婦健康相談（母子手帳交付）
　　・　　月～金曜日（祝日を除く）　８時30分～17時15分
　※要電話予約　　健康づくり課（☎内線1174）
消費生活相談
　消費生活センター（　敷地内）
　月～金曜日（祝日を除く）９時～16時（☎382-2228）
労働相談
　　　第１・３火曜日　13時30分～16時
　※要電話予約　　市民生活課（☎内線1207）
無料税務相談
　　7/6　8/10　13時～16時
　※要電話予約　　税務課（☎内線1061）
　　　　　　　　　住民福祉課（☎内線2161）

障害者相談
　知的・身体障害者相談（　・　）
　月～金曜日（祝日を除く）８時30分～17時15分
　精神障害者相談（ヌアリーベ　☎380-5385）
　月～土曜日（祝日を除く）10時～18時
青少年相談
　電話相談・面接相談（　 青少年センター）
　月・火・水・金曜日（祝日を除く）　９時～14時
　※要電話予約（☎393-4777）
介護相談・認知症相談
　電話相談・面接相談（　・　）
　月～金曜日（祝日を除く）　８時30分～16時
　※要電話予約　　介護高齢課（☎内線1189）
　　　　　　　　　住民福祉課（☎内線2151）
心配ごと相談
　地域福祉支援センター
　第2・4木曜日（祝日を除く）９時～11時30分
　　　第９会議室
　第1・3月曜日（祝日を除く）13時30分～16時
青色申告記帳相談
　安中商工会
　月～金曜日（祝日を除く）　９時～12時
　松井田商工会館
　月～金曜日（祝日を除く）　９時～17時
交通事故相談
　安中交通安全協会
　月～金曜日（祝日を除く）　９時～16時
　※要電話予約（☎382-0211）

本

本
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本

本

本
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本

本

本

松

本

本 松

本 松

松

本 松

本
本

本
松

松

本
松

本

行　　事　　名

● 参議院選挙期日前投票
　　　    8:30 ～ 20:00
●「TSUKEMEN LIVE 2016」
　チケット発売日
　文化センター　8:30 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 参議院選挙期日前投票
　　　    8:30 ～ 20:00
● 市民フリーブロー大会
　松井田体育館　9:00 ～
● 参議院選挙期日前投票
　　　    8:30 ～ 20:00
● 参議院選挙期日前投票
　　　    8:30 ～ 20:00
● 参議院選挙期日前投票
　　　    8:30 ～ 20:00
● 参議院選挙期日前投票
　　　    8:30 ～ 20:00
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 参議院選挙期日前投票
　　　    8:30 ～ 20:00
● 参議院選挙期日前投票
　　　    8:30 ～ 20:00
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 参議院選挙期日前投票
　　　    8:30 ～ 20:00
● 参議院選挙投票日
　7:00 ～ 18:00

● 夏の県民交通安全運動（～ 20 日）

● 第 38 回少年の主張安中市大会
　文化会館　14:00 ～

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

休館のご案内
恵みの湯 7/5・19　8/2
峠の湯 7/12・26
鉄道文化むら 7/5・12・19・26
文化センター　　　（※は図書館のみ休館です）
 7/5・12・19・20・26・29※
　　　　　　　　　8/2・9・12
文化会館 7/4・11・19・25・31　8/1・8・15
碓氷川熱帯植物園　7/5・12・19・26　8/2・9

スポーツセンター　（※は温水プールのみ休業です）
 7/4・10・11※・19・20・25※
 8/1・8※・12・15
学習の森　　　　　7/5・12・19・20・26
 8/2・9・12
いきいき長寿センター 7/4・10・11・18・19・25
 8/1・8・12・15

日
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日
16

17
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25

26

27
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曜日
土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

行　　事　　名
● ミニ展示会「鷺宮地区遺跡群の発

掘調査」（～ 3/26）
　学習の森　9:00 ～ 17:00
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
●「映画ドラえもん新・のび太の日本

誕生」チケット発売日
　文化会館　9:00 ～

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● おもしろ科学教室「光る誕生日星
座を作ろう」

　文化センター　9:30 ～ 12:00
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 図書読み聞かせ
　安中市図書館　14:00 ～ 15:00
● 東儀秀樹「雅楽ワークショップ＆ソ

ロコンサート」
　文化会館　15:30 ～
● 第８回農業委員会総会
　　 11:00 ～

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 遺跡報告会「鷺宮地区遺跡群で発

掘調査された遺跡」
　学習の森　13:30 ～ 15:30

行事カレンダー 7月１日→8月１５日
曜日
日
月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

行　　事　　名

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

7 月

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１日は県民交通安全日です。

8 月
曜日

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金
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市民インフォメーション

相  談  案  内 7月１日→8月１５日

本庁市民課　休日窓口開設日
７月３日・17 日　８月７日
午前８時 30 分～正午
業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の発行

健康通信
　７月は大腸がん集団検診の容器配布が予定されています。また、個別検診は６月から各種検
診が始まりました。
　今年度も、検診対象者全員にオレンジ色の封筒で「受診シール」を送付しています。希望の検
診について、『検診のしおり』をご覧になり、集団検診または個別検診のどちらかを選んで受診し
てください。大腸がん検診容器配布時と各種検診受診時は「受診シール」が必ず必要となります
ので、忘れずにお持ちください。詳細は、　　健康づくり課（☎内線1172）までご連絡ください。

給水管修理当番業者 　上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。修理代は実費
です。 【安中市管工事協同組合　☎３８５－４４０１】

今川設備
㈲入沢電気商会
碓氷設備
㈲内堀設備工事
㈲金子屋商店
㈲黒須設備工業
群栄工業㈱
児玉工業㈲
㈲佐藤商店
佐藤燃料㈱
㈲渋谷設備
㈲ジーワイ燃設
㈲須藤工業

業　者　名 ＴＥＬ ＴＥＬ業　者　名
382-9433
382-1609
381-2730
393-0157
393-0332
381-1148
393-1012
393-3118
395-2323
381-1111
381-1262
382-2891
388-1178

㈲武美工業
㈲田中工作所
㈱半田組
㈲福美商事
㈲松本住設
㈱茂木設備
㈲山田タイル工業
㈱ヤマハチ・クボニワ
㈱ユタカ
オオカワラ住器
反町備工
第一設備工業㈲
㈱フェニックス

382-5061
385-4126
385-8374
381-0293
385-6278
381-6616
381-0075
381-0435
385-7647
382-1987
384-2058
385-8769
382-5262

Ｎ
Ｏ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｖ
Ｗ
Ｘ
Ｙ
Ｚ

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ

Ｅ・Ｎ・Ｚ
Ｈ・Ｕ・Ｑ
Ｂ・Ｉ・Ｏ
Ｆ・Ｊ・Ｐ
Ａ・Ｌ・Ｓ
Ｍ・Ｔ・Ｖ
Ｃ・Ｘ・Ｙ
Ｇ・Ｋ・Ｗ
Ｄ・Ｒ・Ｚ
Ｅ・Ｎ・Ｕ
Ｂ・Ｈ・Ｑ
Ｉ・Ｊ・Ｏ
Ａ・Ｆ・Ｐ
Ｌ・Ｍ・Ｓ
Ｃ・Ｔ・Ｖ

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

Ｗ・Ｘ・Ｙ
Ｇ・Ｋ・Ｚ
Ｄ・Ｒ・Ｕ
Ｂ・Ｅ・Ｎ
Ｈ・Ｊ・Ｑ
Ａ・Ｉ・Ｏ
Ｆ・Ｍ・Ｐ
Ｃ・Ｌ・Ｓ
Ｔ・Ｖ・Ｗ
Ｘ・Ｙ・Ｚ
Ｇ・Ｋ・Ｕ
Ｂ・Ｄ・Ｒ
Ｅ・Ｎ・Ｊ
Ａ・Ｈ・Ｑ
Ｉ・Ｍ・Ｏ
Ｃ・Ｆ・Ｐ

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日
31日

Ｌ・Ｓ・Ｗ
Ｔ・Ｖ・Ｚ
Ｕ・Ｘ・Ｙ
Ｂ・Ｇ・Ｋ
Ｄ・Ｊ・Ｒ
Ａ・Ｅ・Ｎ
Ｈ・Ｍ・Ｑ
Ｃ・Ｉ・Ｏ
Ｆ・Ｐ・Ｗ
Ｌ・Ｓ・Ｚ
Ｔ・Ｕ・Ｖ
Ｂ・Ｘ・Ｙ
Ｇ・Ｊ・Ｋ
Ａ・Ｄ・Ｒ
Ｅ・Ｍ・Ｎ

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

８　　月７　　月

（7月１日～8月１５日）

行政相談
　　　7/7・21　8/4　9時～11時30分
　　　7/4　8/1　13時30分～16時
無料法律相談
　　　7/1・15　8/5　13時～16時
　※要電話予約　　市民生活課（☎内線1207）
人権相談
　　　7/21　13時30分～15時30分
　　　7/15　13時30分～15時30分
家庭児童相談
　電話相談・面接相談（　子ども課）
　月～金曜日（祝日を除く）　９時～16時
　※要電話予約　　子ども課（☎382-8005）
健康相談（生活習慣病・育児・栄養相談など）
　　　月～金曜日（祝日を除く）　８時30分～17時15分
　※要電話予約　　健康づくり課（☎内線1174）
妊婦健康相談（母子手帳交付）
　　・　　月～金曜日（祝日を除く）　８時30分～17時15分
　※要電話予約　　健康づくり課（☎内線1174）
消費生活相談
　消費生活センター（　敷地内）
　月～金曜日（祝日を除く）９時～16時（☎382-2228）
労働相談
　　　第１・３火曜日　13時30分～16時
　※要電話予約　　市民生活課（☎内線1207）
無料税務相談
　　7/6　8/10　13時～16時
　※要電話予約　　税務課（☎内線1061）
　　　　　　　　　住民福祉課（☎内線2161）

障害者相談
　知的・身体障害者相談（　・　）
　月～金曜日（祝日を除く）８時30分～17時15分
　精神障害者相談（ヌアリーベ　☎380-5385）
　月～土曜日（祝日を除く）10時～18時
青少年相談
　電話相談・面接相談（　 青少年センター）
　月・火・水・金曜日（祝日を除く）　９時～14時
　※要電話予約（☎393-4777）
介護相談・認知症相談
　電話相談・面接相談（　・　）
　月～金曜日（祝日を除く）　８時30分～16時
　※要電話予約　　介護高齢課（☎内線1189）
　　　　　　　　　住民福祉課（☎内線2151）
心配ごと相談
　地域福祉支援センター
　第2・4木曜日（祝日を除く）９時～11時30分
　　　第９会議室
　第1・3月曜日（祝日を除く）13時30分～16時
青色申告記帳相談
　安中商工会
　月～金曜日（祝日を除く）　９時～12時
　松井田商工会館
　月～金曜日（祝日を除く）　９時～17時
交通事故相談
　安中交通安全協会
　月～金曜日（祝日を除く）　９時～16時
　※要電話予約（☎382-0211）
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行　　事　　名

● 参議院選挙期日前投票
　　　    8:30 ～ 20:00
●「TSUKEMEN LIVE 2016」
　チケット発売日
　文化センター　8:30 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 参議院選挙期日前投票
　　　    8:30 ～ 20:00
● 市民フリーブロー大会
　松井田体育館　9:00 ～
● 参議院選挙期日前投票
　　　    8:30 ～ 20:00
● 参議院選挙期日前投票
　　　    8:30 ～ 20:00
● 参議院選挙期日前投票
　　　    8:30 ～ 20:00
● 参議院選挙期日前投票
　　　    8:30 ～ 20:00
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 参議院選挙期日前投票
　　　    8:30 ～ 20:00
● 参議院選挙期日前投票
　　　    8:30 ～ 20:00
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 参議院選挙期日前投票
　　　    8:30 ～ 20:00
● 参議院選挙投票日
　7:00 ～ 18:00

● 夏の県民交通安全運動（～ 20 日）

● 第 38 回少年の主張安中市大会
　文化会館　14:00 ～

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

休館のご案内
恵みの湯 7/5・19　8/2
峠の湯 7/12・26
鉄道文化むら 7/5・12・19・26
文化センター　　　（※は図書館のみ休館です）
 7/5・12・19・20・26・29※
　　　　　　　　　8/2・9・12
文化会館 7/4・11・19・25・31　8/1・8・15
碓氷川熱帯植物園　7/5・12・19・26　8/2・9

スポーツセンター　（※は温水プールのみ休業です）
 7/4・10・11※・19・20・25※
 8/1・8※・12・15
学習の森　　　　　7/5・12・19・20・26
 8/2・9・12
いきいき長寿センター 7/4・10・11・18・19・25
 8/1・8・12・15
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金
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行　　事　　名
● ミニ展示会「鷺宮地区遺跡群の発

掘調査」（～ 3/26）
　学習の森　9:00 ～ 17:00
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
●「映画ドラえもん新・のび太の日本

誕生」チケット発売日
　文化会館　9:00 ～

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● おもしろ科学教室「光る誕生日星
座を作ろう」

　文化センター　9:30 ～ 12:00
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 図書読み聞かせ
　安中市図書館　14:00 ～ 15:00
● 東儀秀樹「雅楽ワークショップ＆ソ

ロコンサート」
　文化会館　15:30 ～
● 第８回農業委員会総会
　　 11:00 ～

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 遺跡報告会「鷺宮地区遺跡群で発

掘調査された遺跡」
　学習の森　13:30 ～ 15:30

行事カレンダー 7月１日→8月１５日
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行　　事　　名

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

7 月

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１日は県民交通安全日です。
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市民インフォメーション
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抽選の結果を

印刷します。

何も書かない、

貼らないで

ください。

人口と世帯

安 中 地 域
松井田地域
合 計

日本人住民
男 女 男 女

22,454
6,804

29,258

23,080
7,163

30,243

172
29

201

228
55

283

外国人住民

合　計　59,985人
世帯数　24,517

（平成28年5月末日現在）

主な内容
Ｐ２-３　第４２回安政遠足侍マラソン・前夜祭

Ｐ５　　合併１０周年記念事業を紹介します

Ｐ７　　小売店舗などの改装工事費を一部補助します　ほか

さまざまな仮装をした侍たち
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　５月８日（日）に、第４２回安政遠足侍マラソンが
開催されました。武家長屋前をスタートした１,８７１
人は、大歓声の中、峠コース、関所・坂本宿コースの
それぞれのゴールを目指しました。

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

「10 周年　ふるさと安中　かがやく未来」
安 中 市 合 併 10 周 年 記 念

キ ャ ッ チ フ レ ー ズ 最 優 秀 作 品
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（平成２８年）
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（平成28年）
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2016年７月１日号 2４

安中市合併10周年および松井田文化会館開館20周年記念講演

観覧者募集「安中市から世界を見る」 観覧者募集
～未来を創る子どもたちと一緒に考える～
　市では、テレビなどでお馴染みのフリージャーナリスト池上彰氏を招
き、記念講演を開催いたします。 
　池上彰氏は、テレビ番組「ＪＡＰＡＮプロジェクト」、「池上彰のニュース
そうだったのか！！」などで、難しいニュースを子どもから大人まで分かり易
く解説してくれています。
　第一部は、池上氏独自の視点で大人そして次世代の子どもに向けた講
演を、第二部は、市内中学生代表者とのディスカッションを行います。
　ぜひこの機会に池上彰氏のお話を生でお聴きください。
　観覧を希望の人は次のとおりお申し込みください。

日時▶９月１０日（土）　開演：午後１時３０分（開場：午後１時）
場所▶安中市松井田文化会館　大ホール
チケット▶１,０００円（主催者側で席を指定します）
　　　　　※応募多数の場合は抽選を行い、抽選結果を送付します。
その他▶手話通訳付き
申込み▶郵便往復はがきでお申し込みください。
 　【往信用の裏面】に　①郵便番号　②ご住所　③お名前　④電話番号
 　【返信用の表面】に　①郵便番号　②ご住所　③お名前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を明記してください。

※ホール前方の席は、市内小・中学生の招待席となります。
※当選はがき一枚でチケット一枚を購入できます。
※応募者は、市内在住の人に限ります。
※未就学児の観覧はできません。
※郵便往復はがき以外での応募や記入漏れ、締め切り後の到着については無効とさせていただきます。

●上記講演会の中継映像を文化会館小ホールに設置するスクリーンにて放映いたします。大ホールでの観覧を応募さ
れ、当選しなかった人の中から抽選でご招待したします（無料）。講演当日に返信用はがきに印刷された入場券をお持
ちください。
問合せ▶安中市松井田文化会館（☎３９３-４４００）

■あて先

　〒３７９-０２２１　安中市松井田町新堀５３０

　松井田文化会館「記念講演」係 

■締め切り

　７月２９日（金）〈必着〉

「TSUKEMEN　LIVE　2016」のチケットを発売します「TSUKEMEN　LIVE　2016」のチケットを発売します「TSUKEMEN　LIVE　2016」のチケットを発売します
　安中市文化センターでは、「TSUKEMEN LIVE 2016」のコンサートチケットを発売いたします。
　2ヴァイオリンとピアノのインストゥルメンタル・ユニット「TSUKEMEN」。
　マイク・スピーカーなどの音響装置を通さずに、楽器本来の持つ｢生音｣にこだわった LIVE を
世界中で展開しています。
　クラシックはもちろん、映画音楽、ジャズ、ゲーム音楽からアニメ曲まで多彩な楽曲を演奏しま
す。ぜひ、ご来場ください。

皆さんの声をお待ちしております
　市役所　、　、各地区の公民館・生涯学習セ
ンターに、皆さんの声をお聞きするため、「市民
の声」を投函できるポストを配置しております。
　皆さんが日ごろ感じていることやご意見など
をぜひお聞かせください。

本 松

前売
当日

３,500円
4，000円

全席指定 一般

公演日時▶10月8日（土）午後３時～（開場：午後２時30分）
場所▶文化センター　ホール
主催▶安中市教育委員会
※７月２日（土）午前８時30分から文化センター窓口にてチケット発売開始。
※電話受付は７月４日（月）午前９時からになります。
※チケット販売初日はお一人様４枚まで。（５枚以上お買い求めの方は再度、列に並んでください）
※３歳以下の入場不可。

チケット▼


